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 一般財団法人ベターリビングでは、より安心安全で、より環境に優しく、よりサ

ステナブルな住宅等の実現に貢献することをミッションの一つとしています。建築

基準法の性能規定化が実施されて以降、民間主体で住宅等に関わる新材料、新工法

の開発が活発に進められており、それらの新技術を第三者機関が公正中立に試験・

評価するニーズがますます高まっていると考えられます。  

 このような背景から、当財団では、民間において研究・開発された新技術の建設

事業への適正かつ円滑な導入を図り、もって建設技術水準の向上を図ることを目的

に、建設技術審査証明協議会の会員として、民間で開発された住宅等の建築、維持

保全等に係わる施工技術の技術審査、証明等を行う「建設技術審査証明事業（住宅

等関連技術）」を実施いたしております。 

このたび、サンコーテクノ株式会社より「ダイレクトアース工法」（小口径回転貫

入鋼管「ディー・アーススクリュー」を用いた基礎工法）に関する審査、証明等の

依頼があり、当財団が定めた「建設技術審査証明事業（住宅等関連技術）実施要領」

に基づき、学識経験者等からなる「地盤・基礎技術審査委員会」（委員長 末政直晃 

東京都市大学教授）を設置し、そのご指導のもとに審査いたしました。  

本報告書は、「ダイレクトアース工法」に関する技術審査の内容を広く関係機関に

紹介し、なお且つその活用を促すことを目的として作成したものであります。この

技術の特長が遺憾なく発揮され、広く社会で活用されることを期待しております。  

 最後に、審査にご尽力頂いた委員長をはじめ委員各位に厚くお礼を申し上げます。 

 

一般財団法人 ベターリビング  
 2024 � 8 o 

理事長  眞 鍋  純







 

 

 

 

 

 

 

 

   



地盤・基礎技術審査委員会 
委員名簿 

  
  

（敬称略、順不同） 

委員長  末政 直晃  東京都市大学 工学部 都市工学科 教授 

委員   渡辺 一弘  独立行政法人都市再生機構 本社 技術調査部 リーダー 

 〃   高森  洋  株式会社ＷＡＳＣ基礎地盤研究所 代表取締役 

 〃   二木 幹夫  一般財団法人 ベターリビング 常務理事 

（2014 年 6 月現在） 

 

 

委員長  末政 直晃  東京都市大学 工学部 都市工学科 教授 

委員   二木  幹夫  一般財団法人 ベターリビング 総括役（建築基礎・地盤技術高度化担当） 

〃   久世 直哉   一般財団法人ベターリビング 技術評価部 主席試験研究役 

〃   服部 和徳   一般財団法人ベターリビング 技術評価部 主席試験研究役 

（2019 年 8 月変更審査時） 
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＜本報告書を参考にする場合の留意事項＞ 
 
（1）「Ⅰ編 技術審査の概要」は、本技術審査の結果を証する技術審査証明書の主な

記載事項と技術審査委員会からの「留意事項及び付言」を取りまとめたものであ

る。 
（2）「Ⅱ編 技術審査の詳細」は、依頼者の責任において実施・作成・提出された性

能確認試験データ等の資料に基づいて行った技術審査の結果を取りまとめたも

のである。 
（3）「Ⅲ編 審査証明申請資料」及び「参考資料」は、依頼者の責任において作成・

提出された資料の内、対象技術の普及にあたり、本技術審査委員会が報告書への

掲載が妥当であると認めた資料を取りまとめたものである。 
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ÿ．審査証明対象技術 

 1.1 審査証明依頼者 

会社]Čサンコüöクþ株式会社 

代表者Č代表取締役社長 洞Q 英人 

Q 所Č千葉県流山^南流山 3-10-16 

 

 1.2 技術の名称 

À´üクø²ü¹工法 

 ÿ小口径回転¯入鋼管<÷³üû²ü¹¹クúュü=²用い�基礎工法Ā 

 

 1.3 技術の概要 

À´üクø²ü¹工法�1回転¯入{¸º施工u¼»鋼管ÿ商品]Č÷³üû²ü

¹¹クúュüĀ²用い�基礎工法wあ»2 

÷³üû²ü¹¹クúュü�1Y端|öüāü状{zs�小口径~鋼管~周面{¹

ā´ùû状~羽根|設�¹¼��~wあº1}~回転{¸º生x»推進力²利用w地

盤中{¯入施工w1鋼管x地盤境界面~抵抗力{¸ºP部構造物{¹~荷重²支持y

»�~wあ»2÷³üû²ü¹¹クúュü~施工�1ÿンù型~電動回転工具²用い

v行うsx|w}»��1重機²搬入w}zい斜面や狭小地1P部{ 害物|p»場

所w�施工可能wあ»xs½{特徴|あ»2 

 

Ā．開発~趣旨 

_基礎や置}基礎ÿ以Q1基礎Ā²採用wvい»場合1P部構造物{作用y»水�力

{¸º1基礎{�引抜}力|発生y»2s~引抜}力{対wv�1P部構造物及s基礎

~自重{¸»抵抗²考慮wv設計²行う|1自重¸º�引抜}力|P回»場合1鉛直荷

重{¹定~»基礎形状¸º大}くy»必要|あ»2~�1現場打ちコンクúüø{¸º

基礎²築造y»場合{�1養生期間²確保y»必要|あº1全体工期短縮~阻害要因x

z»2 

s¼¹~課題²解決y»��{1÷³üû²ü¹¹クúュü{¸ºP部構造物{¹~

荷重²支持y»基礎工法²開発w�2当ú工法{¸º1従来工法{比y基礎寸法²小u

くw}»場合|あ»xx�{工期~短縮|期àw}»2 
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ā．開発~目標 

  開発~目標²以Q~ÿ1Ā{¹ÿ3Ā{示y2 

 

 ÿ1Ā小型試験機※{¸º÷³üû²ü¹¹クúュü~引抜}試験²実施w�場合{z�

»地盤~極限引抜}抵抗力²(1)式{¸º算定w}»sx 

 

tRu＝0.86×ctRu                           …(1)式 

tRuČ地盤~極限引抜}抵抗力(kN) 

   ctRuČ小型試験機²用い�引抜}試験{¸º得¹¼�地盤~極限引抜}抵抗力(kN) 

 

※öクþö¹¿üÿÀ´üクø²ü¹工法 設計û施工þニュ²û サンコüöク

þ株式会社参照Ā 

 

ÿ2Ā引抜}試験{¸º求��地盤~極限引抜}抵抗力²設計{用い»地盤~極限支持力

xwv設定w}»sx 

 

ÿ3Ā÷³üû²ü¹¹クúュü~製品管理方法|安定w�施工品質²確保y»�~xw

v妥当wあ»sx 
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Ă．審査証明~方法 

  P記開発~目標²以Q{示y方法{¸º証明wvい»2 

 

 ÿăĀ小型試験機{¸º÷³üû²ü¹¹クúュü~引抜}試験²実施w�場合{z�

»地盤~極限引抜}抵抗力²(1)式{¸º算定w}»sx~証明�1\一地盤{z

�»小型試験機²用い�場合xÿ杭~鉛直載荷試験方法û\解説 第ă回改訂版Ā

ÿ公益社団法人地盤工学会Ā{適合w�試験装置ÿ以Q1学会式試験装置Ā²用

い�場合~÷³üû²ü¹¹クúュü~引抜}試験結果~比較{¸º行わ¼vい

»2 

 

ÿĄĀ引抜}試験{¸º求��地盤~極限引抜}抵抗力²設計{用い»地盤~極限支持

力xwv設定w}»sx~証明�1\一地盤{z�»÷³üû²ü¹¹クúュü

~載荷試験x引抜}試験結果~比較及s既往~文献調査{¸º行わ¼vい»2 

 

 ÿāĀ÷³üû²ü¹¹クúュü~製品管理方法|安定w�施工品質²確保y»�~x

wv妥当wあ»sx~証明�1<÷³üû²ü¹¹クúュü製品管理手� サンコ

üöクþ株式会社=~内容{tいv書類審査1材料試験及s工場調査{¸º行わ

¼vい»2 

 

ă．審査証明~前提 

  提出u¼�資料{�1事実{ßy»記載|zい�~xy»2 

 

Ą．審査証明~範囲 

  審査証明�1審査証明依頼者{¸º示u¼�開発~趣旨ÿ第 2 �Ā1開発~目標ÿ第 3

�Ā{対wv1審査証明~方法ÿ第 4 �Ā{¸º確認w�範öxy»2 

 

ą．審査証明~結果 

  本技術{tいv1前述~開発~趣旨1開発~目標{照¹wv審査u¼�結果�1以Q

~xzºwあ»2 

 ÿăĀ小型試験機{¸º÷³üû²ü¹¹クúュü~引抜}試験²実施w�場合{z�

»地盤~極限引抜}抵抗力�1(1)式{¸º算定w}»sx|確認u¼�2 

ÿĄĀ引抜}試験{¸º求��地盤~極限引抜}抵抗力²設計{用い»地盤~極限支持

力xwv設定w}»sx|確認u¼�2 

ÿāĀ書類審査1材料試験及s工場調査{¸º÷³üû²ü¹¹クúュü~製品管理方

法|妥当z�~wあ»sx|確認u¼�2 
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Ć．適用範囲及び留意事項 

8.1 適用範ö 

本対象技術~適用範ö�1以Qxy»2 

û建物Č木造~建築物w 2 階建v以Q{t延y面積| 500m2以Q{t高u 13mû軒

高 9m 以Q~�~1及s木造以外~建築物w�屋{t延y面積| 200m2以Q~�

~w居室x見zu¼»z}¼~あ»室|zい�~ÿ喫煙üóク¹1東屋1カüý

üø1物置小屋等Ā1仮設建築物1及s太陽Zāýûや農業用ÿ¶¹等~施設 

û適用地盤Č地表面{¹1÷³üû²ü¹¹クúュü~根入¼深uO置¸º呼s径

Vÿ96mmĀQ方~深u~w~区間{z�» Nsw | 4 以P~地盤(NswČ¹クúュ

ü¶·´ø¯入試験{z�» 1m あ�º~半回転数) 

本工法~施工{あ�sv�1審査時{提出u¼�ÿÀ´üクø²ü¹工法 設計û施

工þニュ²û サンコüöクþ株式会社Ā{基uくsx|必要wあ»2 

 

8.2 留意事� 

本工法²建築物~基礎{適用y»場合{�1}~規模や用途{¸º地業xwv必要

z耐力x耐久性|確保u¼vい»sx~確認|必要xz»場合|p»2w�|sv1

建築物x~適用{�wv�1s~点²留意y»sx|求�¹¼»2 

 

ć．審査証明経緯 

 ÿăĀ初回申請{tいv�12014 � 6 o 5 日付�w技術審査²終了w1技術審査証明書

²発行w�2 

 ÿĄĀ今回ÿ第 1 回Ā~変更申請�1¹ā´ùû部~材質²中華人民共和国国家標準

GB/T700 ~ Q195 {¹ Q235B {変更w1÷³üû²ü¹¹クúュü~製品管理方

法²追加w��~wあ»2s¼¹{tいv�1書類審査1材料試験及s工場調査

{¸º1当ú変更及s追加事�{z�»申請内容~適Wu{tいv確認w1審査

委員会~�認²得v12019 � 8 o 27 日付�w変更後~技術審査証明書²発行w

�2 

 ÿāĀ第 2 回更新申請{z�»変更事�{tいv�1JIS A1221 ~改定{伴う試験]称

~変更ÿ¹¶·ü÷ン式サ¶ン÷³ンÀ²¹クúュü¶·´ø¯入試験xy»s

xĀ及s JIS H8641 ~改定{伴う表面処理番号~変更ÿHDZ55 ² HDZT77 xy

»sxĀwあº1いz¼�技術内容{変更|zい2~�1当ú技術|採用u¼�

過去 5 �間~実物件{zいv1不具合事例|報告u¼vいzいsx|書類審査{

¸sv確認u¼���12024�8o21日付�w技術審査証明書~p効期限²2029

� 8 o 26 日xw�2
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ÿ．小型試験機によºデ³üû²üススクリュü~引抜}試験を実施wた場合におけ»地 

盤~極限引抜}抵抗力�、(1)式によº算定w}»こxに関y»検討 

 

  小型試験機²用い�場合{z�»地盤~極限引抜}抵抗力算定方法~妥当性²証明y

»��{以Q{示y内容{tいv確認²行s�2 

 

地盤~極限引抜}抵抗力²試験{¸º求�»場合~方法�1ÿ杭~鉛直載荷試験方

法û\解説 第ă回改訂版ÿ公益社団法人 地盤工学会ĀĀÿ以Q1学会試験方法Ā{

準拠y»sx|ÿ建築基礎構造設計指針ÿ一般社団法人 日本建築学会ĀĀ{規定u¼

vい»2学会試験方法{zいv�1地盤{¹決~»杭~引抜}抵抗{影響²及|uz

い��~杭xß力装置~離間距離|設定u¼vい»2 

依頼者|提案y»小型試験機�1÷³üû²ü¹¹クúュüxß力装置~離間距離

|学会試験方法~規定値¸º�小uい��1ß力装置~地表面{対y»拘束{¸º地

盤~極限引抜}抵抗力|過大{評価u¼»可能性|あ»2 

s~��1\一条件Qw小型試験機²用い�場合x学会試験方法{適合w�載荷試

験装置ÿ以Q1学会式試験装置Ā²用い�場合~引抜}試験²実施ÿ試験体数Č6 組û

12 体Āw1両者~結果{¹小型試験機²用い�場合{z�»引抜}試験結果{¹学会

式試験装置²用い�場合{z�»地盤~極限引抜}抵抗力²推定y»��~補lÿP

減Ā係数²設定wvい»2s~補l係数�1\一条件Qw実施w�試験結果¸º算定

u¼»個々~補l係数~�均値x標準偏差²考慮w190％信頼区間~Q限値{相当y

»数値|設定u¼vい»2zz1試験結果{¹得¹¼�補l係数�1�均値 1.121標

準偏差 0.20 wあº1s¼¹~数値x 90%信頼値{対y»係数 1.3 ¸º10.86ÿ＝1.12ÿ

1.3×0.20Ā|補l係数~値xz»2 

   ~�1¹ā´ùû部~材質²中華人民共和国国家標準 GB/T700 ~ Q195 {¹ Q235B

{変更w�場合wあsv�1材料~降伏点及s引張強u|大}くz»sx1伸s�小

uくz»|構造計算{zいv伸s²期àwvいzいsx{¸º1地盤~極限引抜}抵

抗力²PQu{»z}¼�zいx判断u¼»2 

 

 以P{¸º1小型試験機{¸º÷³üû²ü¹¹クúュü~引抜}試験²実施w�場

合{z�»地盤~極限引抜}抵抗力�1(1)式{¸º算定w}»�~x判断u¼»2 
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Ā．載荷試験によ»地盤~極限支持力を引抜}試験によº求±た地盤~極限引抜}抵抗力

x同x値xwv設定w}»こxに関y»検討 

 

   引抜}試験{¸º求��地盤~極限引抜}抵抗力²地盤~極限支持力xwv設定y

»sx~妥当性²証明y»��{以Q~内容{tいv確認²行s�2 

 

既往~調査報告{¸º1杭{z�»引抜}時~周面摩擦力�1}¼~押込�時~値

x{|等wい1�wく�小uくz»※xu¼vい»2 

   ÷³üû²ü¹¹クúュü~長u及s地盤²\一条件xw�場合{z�»載荷試験

x引抜}試験結果ÿ試験体数Č7 組û14 体Ā~比較{¸º1地盤~極限支持力�1地

盤~極限引抜}抵抗力以Pwあ»sx|確認u¼vい»2 

 

  以P{¸º1引抜}試験{¸º求��地盤~極限引抜}抵抗力²地盤~極限支持力x

wv設定w}»�~x判断u¼»2 

   

※一般社団法人 日本建築学会ÿ建築基礎構造設計指針Ā,2001.10 
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ā．デ³üû²üススクリュü~製品管理方法|安定wた施工品質を確保y»²~xwv

妥当wあ»こxに関y»検討 

 

   ÷³üû²ü¹¹クúュü~製品管理方法|安定w�施工品質²確保y»�~xw

v~妥当性²証明y»��{以Q~内容{tいv確認²行s�2 

 

依頼者|作成w�<÷³üû²ü¹¹クúュü製品管理手� サンコüöクþ株式

会社=ÿ以Q1製品管理手�Ā{1製造管理方法1品質検査方法ÿ特{1全数{対y»

強度特性{係»品質検査~実施Ā1記録û保存方法1不具合発生時~対応方法等1施工

品質²確保y»��{必要wあ»x考え¹¼»事�|設定u¼vい»sx|書類審査

{¸sv確認u¼vい»2 

÷³üû²ü¹¹クúュü~製造û加工作業{tいv1製品管理手�{定�¹¼�

通º{実施並s{管理u¼vい»sx|工場調査{¸sv確認u¼vい»2 

÷³üû²ü¹¹クúュü{使用u¼vい»材料ÿ軸部1¹ā´ùû部1フùン¸

部Ā{tいv1所定~強度特性²py»sx|材料試験{¸sv確認u¼vい»2 

 

  以P{¸º1÷³üû²ü¹¹クúュü~製品管理方法|安定w�施工品質²確保y

»�~xwv妥当wあ»x判断u¼»2 

 

以P 
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１．対象技術の概要 
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1Ā対象技術 

1.1 技術~概要 

 

本工法�1小口径回転¯入鋼管<÷³üû²ü¹¹クúュü=ÿ以Q¹クúュüx�呼ぶĀ²

用い�1置}基礎や簡易z_基礎{代わ»基礎工法wあ»2 

÷³üû²ü¹¹クúュü�1Y端|öüāü状{zs�鋼管x1}~周面{設�¹¼�¹ā

´ùû{¸sv構成u¼�1地盤{回転¯入u{v埋込�製品wあ»2施工�1ÿンù型~電動

回転工具{¸sv行い1重機|搬入w}zい斜面や狭小地1y井高|Pい場所w埋込�sx|w

}»2 

適用地盤�1原則xwv¹クúュü¶·´ø¯入試験{¸sv地表面{¹根入¼深u~Q部

1d(dČ杭径)~w~ Nsw | 4 以Pwあ»sx²確認w�地盤xy»2 

÷³üû²ü¹¹クúュü~抵抗機構�1基礎底部~Y端支持力²考慮{z1周面摩擦力~�

²考慮y»2w�|sv1支持力{tいv�周面摩擦力~�²考慮y»2 

地盤~引抜}方向~許容支持力�1�成 13 �国土交通省告示ÿ以Q1� 13 国交告Ā第 1113

号第 5 O号~表~(1)�~式{w�|sv1引抜}試験{¸º求��地盤~極限引抜}抵抗力¸

º算定y»2地盤~長期並s{短期~許容支持力�1引抜}試験{¸º求��地盤~極限引抜}

抵抗力²用いv算定w}»2水�抵抗力�1建築基準法~技術解説書や各指針類{従sv検討y

»2 

原O置w実施y»引抜}試験�1専用~小型試験機²用いv行うsx|w}»2 

 

1.2 工法~特長 

本工法�1以Q~特長|あ»2 

 

(1)現地~地盤{合わ{�許容支持力|算定w}»2 

現地w÷³üû²ü¹¹クúュü~引抜}試験²実施y»sx{¸sv1現地~地盤{合わ{

�許容支持力²設定y»sx|w}»2 

 

(2)引抜}試験{¸sv1地盤~極限支持力²得»sx|w}»2 

÷³üû²ü¹¹クúュü²用い�地盤~極限支持力�1引抜}試験{¸sv求��地盤~極

限引抜}抵抗力x\x値xwv設定y»sx|w}»2 

 

(3)小型試験機{¸º1簡便{引抜}試験|w}»2 

小型試験機�1現地調査や施工確認w引抜}試験~実施²容易{y»��1架Ā1加力装置ÿ¸

ャó½1ýンプĀ1計測器ÿýüùセû1変O計1記録部Ā|一体xzs�本工法~専用機wあ

º1計測w�地盤~引抜}抵抗力{補l係数²適用y»sxw1地盤工学会基準{¸»引抜}試

験方法x\等~数値²得»sx|w}»2 
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1.3 適用範ö 

 

本工法~適用範ö²示y2 

 

表 1.3-1 適用範ö一覧 

適用範ö 

aĀ四号建物w居室x�zu¼»z}¼~あ»室|zい建築物~基礎 

  喫煙üóク¹1東屋1»üýüø1物置小屋zy 

  ÿ個w~事案tx{建築主事へ~確認|必要Ā 

bĀ仮設建築物~基礎 

cĀz陽Zāýûや農業用ÿ¶¹等~施設 

適用地盤 

地表面{¹根入¼深u~Q部 1d ~w~ Nsw | 4 以P~地盤 

(dČ杭径＝96mm) 

��w1液状化~恐¼~あ»地盤²除� 

杭~外径 96mm ※¹ā´ùû外径 

根入¼深u 800mm～1400mm 

Y孔穿孔~ 

ùúû径 
0mmÿY孔zwĀ～76mm1標準径 40mm 

施工機械 ÿンù型電動式回転工具1~��専用重機 

標準施工方法 

 dY孔穿孔        e¹クúュü施工  

      

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工手��1設計û施工þニュ²û{従sv行う2 

 

ÿンù型電動回転工具 

専用重機 

ÿンþüùúû 
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1.3.1 小口径回転¯入鋼管<÷³üû²ü¹¹クúュü= 

(1) 基本形状xß様 

本工法{適用y»小口径回転¯入鋼管<÷³üû²ü¹¹クúュü=~基本形状xß様²示

y2 

 

 

 

÷ 1.3-1 ÷³üû²ü¹¹クúュü基本形状 

 

 

表 1.3-2 ÷³üû²ü¹¹クúュü仕様 ÿ単位：mmĀ 

ā´プ部 
径  (D) 76 

厚u (t) 3.6 以P 

¹ā´ùû部 

外径 (Ds) 96ÿY端öüāü部²除�Ā 

長u (l) 600 以Pÿ¹クúュüY端{¹~長uĀ 

ôóÁ(P) 60 

 

ñ´プ部 ¹ñ´ùû部 
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(2)  製品形状xß様~例  

  杭頭{P部構造x~接続{用い»õùン¸²設��場合~製品~形状例xß様例²示y2 

 

÷ 1.3-3 ÷³üû²ü¹¹クúュü製品形状例 

 

表 1.3-3 ÷³üû²ü¹¹クúュü製品仕様例 ÿ単位：ｍｍĀ 

品番 DES-R76X1300 DES-R76X1600 

ā´プ部 

全長ÿÿĀ 1300 1600 

厚uÿtĀ 3.6 3.75 

径ÿāĀ 76 

¹ā´ùû

部 

長uÿÿsĀ 1000 1200 

外径ÿāsĀ 96 

ôóÁÿăĀ 60 

õùン¸部 
外径ÿāfĀ 180 

厚�ÿtfĀ 10 

識w»ùü 青 黒 

 

表 1.3-4 ÷³üû²üススクúュü製品の材質仕様例  

部O 規格āāĀ 種類 厚uÿÿÿĀ 

ā´プ部 ÿÿāćąĂċă ĄĄąć 3.613.75 

¹ā´ùû部 ÿÿāćĉĂĂ ĄĄąć 3 

õùン¸部 ÿÿāćĉĂĂ ĄĄąć 8110 

調整Āÿ部 ÿÿāćĉĂĂ ĄĄąć 4.516.0 
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(3) 材質 

 d規格 

÷³üû²ü¹¹クúュü²構成y»部材~材質²表 1.3-5 {示y2~�1÷³üû 

²ü¹¹クúュü{用い»鋼材~機械的性質²表 1.3-6 {1化学成V²表 1.3-7 {示y2 

ā´プ部~材質�1中国人民共和国国家標準ÿÿāćąĂċă{規定u¼�ĄĄąć² 

用い»2 

¹ā´ùû部~材質�1中華人民共和国国家標準ÿÿāćĉĂĂ{規定u¼�ĄĄąć 

²用い»2 

 

表 1.3-5 ÷³üû²ü¹¹クúュüの材質 

部O 規格 No. 種類 

ā´プ部 ÿÿāćąĂċă ĄĄąćÿ 

¹ā´ùû部 ÿÿāćĉĂĂ ĄĄąćÿ 

 

表 1.3-6 機械的性質 

規格]称 鋼材] 
降伏点 

ÿā/ÿÿĄĀ 

引張強u 

ÿā/ÿÿĄĀ 

伸s 

ÿ％Ā 

ÿÿāćĉĂĂ ĄĄąćÿ Ąąć以P ąĉĂ～ćĂĂ ĄĈ以P 

ÿÿāćąĂċă ĄĄąćÿ Ąąć以P ąĉĂ以P ăć以P 

 

表 1.3-7 化学成分 

規格]称 鋼材] Ā ĀĀ Ćｉ Ć ă 

ÿÿāćĉĂĂ 
ÿÿāćąĂċă 

ĄĄąćÿ 
0.20 

以Q 

1.40 

以Q 

0.35 

以Q 

0.045 

以Q 

0.045 

以Q 

 

  e品質 

材料~品質�1サンコüテ¿þ株式会社|自社w運用y»ＩＳＯÿÿÿĀþýü¸āント·¹テĀ 

ÿ品質þニュアûĀＱＳＭ体系図Ā~ＱＭＳ規定<検査管理標準={準xv1受入検査1定期的z 

試験1工場監査を行い管理y»2化学成分x機械的性質�1受入検査wロット毎~鋼材証明 

書ÿÿû·üトĀ{¸っv確認y»2機械的性質�1一般財団法人ベタüúビンÀ{¸»定期的z 

試験を行い1規格値を満たwvい»こxを確認y»2材料x鋼材証明書等|適正{管理û保管さ 

¼vい»こxを確認y»た±1定期的z工場監査を行う2 
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(4) 表面処理 

÷³üû²ü¹¹クúュü~表面処理�1溶融亜鉛�s}xy»2 

表面処理~規格{tいv表 1.3-8 {示y2 

  溶融亜鉛�s}�1保管時~腐食防kz¸s施工後~突出部{z�»耐食効果²考慮w� 

�~wあ»2 

 

表 1.3-8 ÷³üû²ü¹¹クúュüの表面処理規格 

�目 āĆĂ規格 相当ĂāĆ規格 

規格 No. āĆĂăĆĈă ĂāĆ Ā ĊĈĆă 

種類 
最小ĉĂμÿ以P 

�均Ċćμÿ以P 
ĀāＺćĉĉ以P 

 

(5) 腐食w½ 

  土中{z�»鋼材~耐食性�1腐食w½²土x接y»外側{¹ăÿÿxy»2 
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1.4 施工品質管理方法 

 

本工法~施工品質管理方法~õýü²示y2 

 

 

 

 

d 情報à集 

d スクúュü¶·´ø貫入試験 

d 試験体施工 

d 許容支持力の算定 

e 施工仕様の設定 

f スクúュüの選定

d 先孔穿孔 

d 施工精度確認 

e 施工確認試験 

e 支持力 判定試験

3.施工品質 

管理 
e スクúュü施工

1.事前調査 

e 本調査の計画立案 

2.本調査

e 試掘 

資料調査 

地盤調査 

支持力調査

施工仕様û 

施工管理 

品質管理 

(1) 

(1) 

(2) 

(3) 

スクúュü仕様 

の設定 

(1) 

(2) 
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1.4.1 事前調査 

 事前調査�1資料{¸»情報à集²行い地盤やP部構造~条件²把握wv1本調査~計画{ß

映u{»2 

 

(1) 資料調査 

資料調査�1地盤やP部構造~情報²得v1本調査²実施y»��~計画立案²行う2 

 

d情報à集 

 û地盤条件~把握    地形÷1近隣w~地盤調査結果1発注者{¹~情報zy{¹1 

土地~広u1形状1高P差1地層構成²把握y»2 

 ûP部構造条件~把握  ÷面zy{¹1P部構造~規模1配置²把握y»2 

 

e本調査~計画立案 

 û調査¸ú²~設定   調査¸ú²�1事前情報²基{設定y»2 

 û許容支持力~仮設定  技術資料等²基{¹クúュü~許容支持力²仮設定y»2 

 û根入¼深u~確認   仮設定w�許容支持力{必要z根入¼深u²確認y»2 
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1.4.2 本調査 

 本調査�1調査¸ú²毎{施工ß様x¹クúュüß様~設定{必要z÷ü¿²得»��{行う2 

 

(1) 地盤調査 

地盤調査�1適lz支持力²得»��{1事前調査w設定w�調査¸ú²²基{1¹クú

ュü¶·´ø¯入試験x試掘²行い1地盤状況{合わ{�範ö²確認wv1最終的z調査¸

ú²~確定²行う2 

  

d¹クúュü¶·´ø¯入試験 

û確認事�     事前調査w設定w�調査¸ú²²基{1地層構成~均一z範ö²確認 

y»2試験~結果1調査¸ú²内~地層構成{明¹{zÕい|見¹¼ 

�場合�1調査¸ú²~区V�~見直w²行う2 

地表面{¹根入¼深u~Q部 1dÿdČ杭径=96mmĀ~w~ Nsw | 4 以 

Pwあ»sx²確認y»2 

 

※本調査w地層構成{明¹{zÕい|見¹¼�場合1�w�� 

事前調査{¸sv1地震時{液状化~恐¼~あ»地盤wあs 

�場合{zいv�1w途¹クúュü¶·´ø¯入試験² 

行い1根入¼深u~Q部 1d ¸ºQ方 2m ~w{ 1kN 以Qw自沈 

y»層|存在y»場合1�w��根入¼深u~Q部 1d ¸ºQ 

方2m{¹5m~w{500N以Qw自沈y»層|存在y»場合�1 

� 13 国交告第 1113 号{w�|sv沈Q~検討²y»2 

P記~自沈y»層|存在wzい場合�1本調査²実施y»2 
 

 û試験本数~確認  調査¸ú²内~地層構成{明¹{zÕい|見¹¼�場合�1調査¸ 

ú²~区V�~見直w²行い1追加試験²行う2 

試験本数�1原則xwv調査¸ú²~広u{¸sv設定y»2 

調査¸ú²~広u 試験本数 

ĄĂĂÿĄ未満 Ą本以P 

ĄĂĂÿĄ以PĆĂĂÿĄ未満 Ć本以P 

ĆĂĂÿĄ以P Ĉ本以P 

û試験O置     試験O置�1P部構造~配置内{z�»端部{配置y»sx2 

  û測定深u     地表面{¹根入¼深u~Q部 1d(dČ杭径=96mm)~w²測定y»2 

e試掘 

  û確認事�     ùúû~排土等{¸»地質確認1埋設物~有無1施工性確認²行う2 

  ûùúû径     ùúû径�10mmÿY孔zwĀ{¹ 76mm xw1標準径� 40mm xy»2 

原則xwv施工時{使用²予定wvい»ùúû径xy»2 

û試掘本数     地盤~状況や埋設物~有無|確認w}»適Wz本数xy»2 
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(2) 支持力調査 

支持力調査�1調査¸ú²{zいv所定~支持力|得¹¼»sx²確認y»��{行う2 

 

d試験体施工 

û確認事�     支持力調査用~試験体²施工wv1施工性能²確認y»2 

û試験体      試験体�1原則xwv資料調査w仮設定w�¹クúュüxy»2 

û施工O置     施工O置�1原則xwv¹クúュü¶·´ø¯入試験²計測 

w�孔O置xy»2 

û施工本数     調査¸ú²{zいv平均 Nsw※~大}さ|最²小さい位置zy{zいv1 

ă本以Pxy»2s~調査¸ú²�1最終的{地盤調査{¸sv均一 

z地層構成²確認w��~xy»2 

※平均 NswĀ¹¿úュü¶·イト貫入試験{zいv1地表面{¹根入¼深さ 

~下部 1d まw~ Nsw を平均wた²~2 

ûùúû径     使用²予定wvい»ùúû径xy»2 

û根入¼深u    資料調査w仮設定w�根入¼深uw行う2 

e支持力v定試験 

û確認事�     ¹クúュü~許容支持力²確認y»��~試験w1調査¸ú²tx{ 

地盤~極限引抜}抵抗力²測定y»2 

û試験O置x本数  試験体施工²行s�O置z¸s本数xy»2 

û試験方法     引抜}試験²行い1地盤~極限引抜}抵抗力²測定y»2 

変O量|杭径~ 10％ÿ9.6mmĀ²超え�場合�測定²終了y»2 

  û試験装置     試験装置�1<杭~鉛直載荷試験方法û\解説 第 1回改訂版=ÿ公益 

社団法人地盤工学会Ā{準x�杭~引抜}試験方法ÿ以Q1学会試験 

方法Ā{適合w�試験装置ÿ以Q1学会式試験装置Ā�w��1専用 

~小型試験機<öクþö¹¿ü=²用い»事|w}»2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

÷ 1.4-1 小型試験機<öクノö¹タü=概略÷ 



Ⅲ-11 

(3) 施工ß様û¹クúュüß様~設定 

  施工ß様û¹クúュüß様�1支持力調査~結果²基{許容支持力²算定wv設定²行う2 

 

 d許容支持力~算定 

  û地盤~引抜}方向~許容支持力 

 支持力調査{¸sv得¹¼�地盤~極限引抜}抵抗力²用いv1調査 

¸ú²tx{算定y»2 

rxt~調査¸ú²内w複数本~試験²行s�場合�1最小値²使用 

y»2 

学会試験方法²行s�場合�1地盤~引抜}方向~許容支持力²1 

Q式{¸º求�»2 

 

tRa=φûtRu 

tRa Č地盤~引抜}方向~許容支持力ÿkNĀ 

φ ČP減係数ÿ短期＝2/3Ā 

tRu Č引抜}試験{¸º求��地盤~極限引抜}抵抗力ÿkNĀ 

※小型試験機²採用w�場合�1tRu ²Q式{¸º補ly»2 

tRu=0.86ûctRu 

ctRu Č小型試験機{¸»地盤~極限引抜} 

抵抗力ÿkNĀ 

 

  û地盤~許容支持力 

  載荷試験{¸»地盤~極限支持力�1引抜}試験{¸º求��地盤~ 

極限引抜}抵抗力x\値xy»2 

            地盤~許容支持力�長期x短期|あ»��1}¼~¼~P減係数{¸ 

º求�»2 

 

              Ra=φûtRu 

               φ ČP減係数ÿ長期＝1/31短期＝2/3Ā 

               Ra Č地盤~許容支持力ÿkNĀ 

 

 e施工ß様~設定   算定w�許容支持力|確保w}»根入¼深u1ùúû径²設定y»2 

 

 f¹クúュü~設定  必要z根入¼深u|確保w}»¹クúュü²設定y»2 
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1.4.3 施工品質管理 

 施工品質管理�1施工w�¹クúュü|設計時{確保u¼�保有性能²満�y��{1設計û

施工þニュ²û~内容{従sv施工|行わ¼vい»sx²確認y»2施工記録�1施工÷ü¿·

üø等{¸º行う2 

 

(1)施工管理 

施工管理�1¹クúュü~設置{z�»施工工程tx~管理²行う2 

 

dY孔穿孔 

ûùúû径     ùúû径�10mmÿY孔zwĀ{¹ 76mm xw1標準径� 40mm xy»2 

原則xwv1支持力調査w使用w�ùúû径w行う2 

         ùúû径|支持力調査x異z»場合�1施工O置x\x調査¸ú²w 

支持力v定試験²実施y»zywv安全性²確認w1現場°任者~ 

指示²仰�2 

 û穿孔深u     原則xwv1¹クúュü~根入¼深u~w穿孔²行う2 

 û鉛直þ      水準器や¹ùンø等²用いv鉛直{穿孔²行う2 

 

e¹クúュü施工 

 û鉛直þ      専用~ÿンù型電動式回転工具<÷³üû²ü¹ùù´Āü=~ 

水準器や1¹ùンø等²用いv1鉛直{施工²行う2 

 û根入¼深u    必要z根入¼深u~wÔw�¹1直�{施工²停ky»2 

微調整²行う場合�1手動式~微調整ôüû²用いv1押込�方向 

{~�回転²加え調整w1戻w方向w~調整�行わzい2 

  û施工状況     埋込�時~抵抗感zy{変化|見¹¼�場合�1状況²施工÷ü¿ 

·üø等{記録y»2 

(2)品質管理 

品質管理�1¹クúュü~施工精þ確認x1短期{生z»力{対y»地盤~引抜}方向~ 

許容支持力ｔąａÿ以Q1短期ｔąａĀ~施工確認試験{¸sv行う2 

 

d 施工精þ確認 

û施工O置û高u  墨出線等{¸ºO置1高u²確認y»2 

問題|あ»場合{�1現場°任者~指示²仰�2 

  û施工角þ     水準器1¹ùンø等{¸º施工角þ²確認y»2 

問題|あ»場合{�1現場°任者~指示²仰�2 
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e施工確認試験 

  û確認事�     現場w施工w�¹クúュü~施工状態²確認y»��~試験w1調査 

¸ú²tx{短期ｔąａ~w計測y»2s~x}1抜�出w等~過大 

z変O|zいsx²確認y»2 

施工確認õýü²1÷ 1.4-2 {示y2 

û試験O置x本数  許容支持力|\一x設定w�¸ú²tx{1施工数全体~ĂĀć％ÿ最 

          少ą本Ā以Pxy»2~�1施工状況{変化|見¹¼�場合1}~箇 

所�含�sx2 

  û試験装置     試験装置�1学会試験方法~ほ{1専用~小型試験機<öクþö¹ 

¿ü=²用い»事|w}»2 

  û試験方法     引抜}試験²行い1確認荷重値xwv短期 tRa ~w²測定y»2 

変O量|杭径~ăĂ％ÿ9.6mmĀ²超え�場合�測定²終了y»2 

 

            確認荷重値ÿ変O量δ≦9.6mmĀ＝短期 tRa 

 

学会試験方法²行s�場合�1短期 tRa ²Q式{¸º求�»2 

 

tRa=φûtRu 

tRa Č地盤~引抜}方向~許容支持力ÿkNĀ 

φ  ČP減係数ÿ短期＝2/3Ā 

tRu Č引抜}試験{¸º求��地盤~極限引抜}抵抗力ÿkNĀ 

※小型試験機²採用w�場合�1tRu ²Q式{¸º補ly»2 

tRu=0.86ûctRu 

ctRu Č小型試験機{¸»地盤~極限引抜} 

抵抗力ÿkNĀ 

 

           試験本数~う� 1 本w�変O量| 9.6mm ¸º大}い場合�1全体~ 

20％²試験w1u¹{抜�出w²生x��~|あ¼�全数²試験y 

»2 

抜�出w�¹クúュü�1管理者x協議~うえ1対策²行sv{¹ 

再施工²行う2再施工�1原因²V析wv1O置²変更y»zy~ 

対策²検討wv{¹行う2 
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÷ 1.4-2 施工確認フロü 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

¹ タ ü ø 

試験数：全体の 0.5％ÿ最少 3 本Ā以上 

試験値＝短期 tRa 
ÿδ≦9.6mmĀ 

合  格 

YES 

NO 

不 良 箇 所 の 再 施 工 

YES 

試験数：全数 

試験数：全体の 20％試験 

試験値＝短期 tRa 
ÿδ≦9.6mmĀ 

試験値＝短期 tRa 
ÿδ≦9.6mmĀ 

不 良 箇 所 の 再 施 工 

NO 

NO 

YES 
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1.5 施工方法 

 

 本工法~施工õýü²÷ 1-5-1 {示y2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5.1 現地確認 

(1)地盤状態~確認 

地盤|1¹クúュü²適W{施工w}»状態{確認²行う2 

 

(2)埋設物~確認 

 電気1¼¹1水Ó等~地Q埋設物|あ»z}¼|zい{確認²行う2 

 

(3)現場周辺状況~確認 

 資機材~置}場û搬入経路等~確認²行う2 

 

1.5.2 遣º方û墨出w 

¹クúュü~施工O置²測量w1基準~糸張º²行い1墨出w²行う2 

 

1.5.3 Y孔穿孔 

Y孔穿孔{�ÿンþüùúû等~機械²用い1水準器等w鉛直精þ²確認wz|¹1所定

~墨O置{穿孔²行う2 

ùúû径�10mmÿY孔zwĀ{¹ 76mmÿ÷³üû²ü¹¹クúュü~ā´プ部径Āxw1 

標準径� 40mm xy»2zz1標準径�1本技術~評価試験{zいv設定w�ùúû径wあ»2 

原則xwv1支持力調査w使用w�ùúû径w行う2 

  ùúû径|支持力調査x異z»場合�1施工O置x\x調査¸ú²w支持力v定試験²実施 

 y»zywv安全性²確認w1現場°任者~指示²仰�2 

 

 

 

現地確認 

遣º方û墨出し 

先孔穿孔 

スクúュü施工 

üベû確認 

÷ 1-5-1 施工フロü 
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1.5.4 ¹クúュü施工 

  本工法~¹クúュü施工{用い»ÿンù型電動回転工具<÷³üû²ü¹ùù´Āü=�1 

本体1ß力棒1āóù部1²¿óÁメンøw構成u¼»(÷ 1.5-1)2 

杭頭{²¿óÁメンø²取付�v本体²接続w1ß力棒²固定y»2 

÷³üû²ü¹ùù´Āü{設置u¼�水準器w鉛直精þ²確認wz|¹1¹クúュü 

施工²行う2 

本体

ß力棒
ñッù部

²タッチñンø  

÷ 1.5-1 ÷³üû²ü¹ùù´ðü 

 

表 1.5-1 仕様一例 

名称 ÷³üû²üスùù´ðü 

型式 DES-2000J 

電源û電圧 単相交流 100V (50/60Hz) 21A ÿ2 重絶縁Ā 

消費電力 2000W 

回転数 
2 段切ÿえ式 

高速 10rpm / P速 4rpm 
ÿ正転ûß転òüù切ÿえ付きĀ 

外形寸法 
本体 : (L)480×(W)370×(H)650mm 

ß力棒 : φ120×1670(伸延時 2740)mm 

質量 21kg 

 

 

 

 

 

 

 

÷ 1.5-2 セッø状況 

1.5.5 üベû確認 

  ºüøüベû等~Z学機器²使用w1杭頭²所定~高u{調整y»2 

微調整²行う場合�1手動式~微調整ôüû²用いv1押込�方向{~�回転²加え調整w1 

戻w方向~調整�行わzい2 
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1.6 従来~技術x~対比 

 

本工法x従来技術~施工法~対比²以Q{示y2 

 

表 1.6-1 既存の技術との対比 

対比�目 従来工法 

ÿコンクúüø~_基礎1置}基礎Ā 

本工法 

地耐力 

~算定 

¹クúュü¶·´ø¯入試験等{¹

地盤~許容応力þ²算出w1地盤{¹

決~»基礎~鉛直支持力²間接的{

求�vい»2 

現場{z�»引抜}試験{¸º杭~

極限支持力²直接求�1告示{基u�

許容支持力²算出y»sx|w}»2 

工期 

_基礎�1打設後{硬化養生1型枠撤

去~工程|あº1養生中�P部構造²

設置w}zい2 

施工後直�{P部構造²設置y»s

x|w}»sx{¹工期短縮|ÿ能2 

撤去 

重機zyw破砕w�あx1産業廃棄物

xwv回àu¼»2 

¯入時~ß回転{¸sv抜}取»s

x|ÿ能w1地盤²荒¹uzい��1

撤去後~整地|容易2 

撤去後~杭�1再生資源xwv経済的

z回à|ÿ能2 

引抜} 

抵抗力 

置}基礎~場合1引抜}抵抗力�1自

重{¸»��1設計条件{¸sv�大

}z容積|必要2 

引抜}抵抗力�1周面摩擦抵抗{¸»

��1設計条件�根入¼深uw調整ÿ

能2 
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2. 開発~趣旨 

 

従来1建築物や工作物1設備zy~設置{用い»場合1コンクúüø~簡易z_基礎�1P部

構造物~設置~w{コンクúüø打設x養生期間|必要wあs�2~�1置}基礎�1引抜}抵

抗力²基礎~重量w確保y»必要|あs�2本工法w�1工期短縮1容易w経済的z撤去û原状

回復1地盤強u{対応w�設計x現場施工時~強þ確認²行え»基礎工法xwv1÷³üû²ü

¹¹クúュü²使用w�基礎杭工法²開発w�2 

 

3. 開発~目標 

 

 本工法~開発目標²以Q{示y2 

 

0開発目標 11 

地盤~引抜}方向~許容支持力|1� 13 国交告第 1113 号第ćO号~表~(1)�{基uいv

算出w}»sx2~�1地盤~許容支持力|1地盤~引抜}許容支持力x\値wあ»sx2 

 

  地盤~引抜}方向~許容支持力 tRa=φûtRu (kN) 

    地盤~許容支持力     Ra=φûtRu (kN) 

 

    φČP減係数 

 地盤~引抜}方向

~許容支持力 

地盤~ 

許容支持力 

長期 ÿ 1/3 

短期 2/3 2/3 

 

0開発目標 21 

引抜}試験{zいv1小型試験機²用いv地盤~極限引抜}抵抗力~算定|ÿ能wあ»s

x2 

引抜}抵抗力算定式  tRu=α×ctRu (kN) 

 

       α  Č補l係数 ÿα＝0.86Ā 

ctRuČ小型試験機{¸»地盤~極限引抜}抵抗力 (kN) 

��w1杭頭引抜}変O量δ≦9.6 mmÿ杭径~ 10％Ā 
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 開発目標{対y»確認方法²以Q{示y2 

 

0開発目標 11 

1. 地盤~引抜}方向~許容支持力算定式 

û既存~算定式²確認 

û本工法~ß様{基uい�算定式~確認 

 

2. 地盤~許容支持力算定式 

û\地盤{z�»極限引抜}抵抗力x極限支持力~比較{¸»性能~確認 

û地盤~許容支持力算定式~確認 

 

0開発目標 21 

1. 杭中心{¹ß力板端部~w~ß力~距離{¸»極限引抜}抵抗力~確認 

  2. 試験結果~検討{¸»補l係数~確認 

4. 開発目標達成~確認方法 
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5. 開発目標ă~確認 

 

5.1 地盤~引抜}方向~許容支持力算定式~検討 

 

 地盤~引抜}方向~許容支持力�1引抜}試験{¸º求��極限引抜}抵抗力²用いv1�

13 国交告第 1113 号第 5O号~表~(1)�~式{基uいv算定y»sx²確認y»2 

 

5.1.1 既存~算定式 

÷³üû²ü¹¹クúュü~杭~V類xwv�1Y端|öüāü状{zs�回転¯入杭wあº1

周面摩擦力~�²考慮w�摩擦杭wあ»2 

回転¯入杭�1� 13 国交告第 1113 号第 5 O号~引抜}方向~許容支持力~算定{zいv1}

~à~基礎杭{V類u¼1Q式w示u¼vい»2 

 

    長期{生z»力{対y»地盤~引抜}方向~許容支持力 Wp+tRu
3

1
=tRa  

    短期{生z»力{対y»地盤~引抜}方向~許容支持力 Wp+tRu
3

2
=tRa  

 

tRa  Č地盤~引抜}方向~許容支持力 ÿkNĀ 

tRu Č引抜}試験{¸º求��極限引抜}抵抗力 ÿkNĀ 

Wp Č基礎杭有効自重 ÿkNĀ 

 

5.1.2 本工法~ß様{基uい�算定式~検討 

 P式~う�基礎杭~有効自重{tいv1÷³üû²ü¹¹クúュü~重量�1実用P~抵抗力

²考慮y»xほx³y無視w}»��1ＷĂ=Ăxy»2 

 ~�1長期{生z»力{対y»地盤~引抜}方向~許容支持力�1P部構造|建築物wあ»基

礎杭{あsv�1引抜}力²生x»sx�想定w得zい��除外y»2 

 極限引抜}抵抗力�1杭頭変O量|杭径~ 10%以内{z�»最大荷重値xy»2 

¸sv1本工法{¸»地盤~引抜}方向~許容支持力~算定式�1Q式w示ysx²確認w

�2 

  地盤~引抜}方向~許容支持力 RutRa t=φû  

 

     φ ČP減係数ÿ短期 2/3Ā 

tRa  Č地盤~引抜}方向~許容支持力 ÿkNĀ 

tRu Č引抜}試験{¸º求��極限引抜}抵抗力 

ÿ杭頭変O量|杭径~ 10%以内{z�»最大荷重値Ā ÿkNĀ 
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5.2 地盤~許容支持力~検討 

 

 地盤~許容支持力�1現地{¸»引抜}試験{¸º求��極限引抜}抵抗力²用いv1地盤~

引抜}方向~許容支持力~算定値x\xxy»sx²確認y»2 

 

5.2.1 試験概要 

  試験�1茨城県t��^x千葉県流山^~ 2現場w実施w�2試験装置~概略÷²÷ 5.2-1

{1試験実施状況²÷ 5.2-2 {示y2茨城県t��^w�1ß力~距離{¸»地盤~影響²確認

y»��1試験体{¹ 500mm zt離w�地表面~変O²計測w�2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引抜き載荷                 押込み載荷 

÷ 5.2-1 試験装置概略÷および変位計測位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       引抜き載荷                  押込み載荷 

÷ 5.2-2 試験実施状況 

 

反力板 反力板 
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5.2.2 試験体条件 

 試験体条件²1表 5.2-1 {示y2 

 

表 5.2-1 試験体条件 

番号 試験場所 載荷方向 根入¼深さ

(mm)

根入¼深さ
実測値
(mm)

T-1 800 795
T-2 1100 1110
T-3 1400 1420
C-1 800 799
C-2 1100 1082
C-3 1400 1400
C-4 1400 1393
T-8 800 803
T-10 1100 1098
T-12 1400 1403
C-5 800 802
C-6 1100 1099
C-7 1400 1400

茨城県つくば市

千葉県流山市

押込み

押込み

引抜き

引抜き

 

5.2.3 試験結果 

(1)地盤状況~確認 

試験場所�1茨城県t��^x千葉県流山^~ 2現場w実施w�2施工O置~¹クúュü¶

·´ø貫入試験結果²÷ 5.2-31÷ 5.2-4 {示y2 
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÷ 5.2-3 ¹クúュü¶·´ø貫入試験結果ÿ茨城県つくば市Ā
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÷ 5.2-4 ¹クúュü¶·´ø貫入試験結果ÿ千葉県流山市Ā 

 

(2) 荷重x変O~関係 

 引抜}試験{¸»載荷荷重x杭頭変O量~関係²1÷ 5.2-5 {示y2 
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    引抜き載荷ÿ茨城県つくば市Ā        引抜き載荷ÿ千葉県流山市Ā 

 

 

 

 

 

 

 

 

    押込み載荷ÿ茨城県つくば市Ā        押込み載荷ÿ千葉県流山市Ā 

÷ 5.2-5 載荷荷重と杭頭変位量の関係 
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(3) 載荷時{z�»地表面変Ox試験体{¹~水�距離~関係 

 茨城県t��^~現場w行s�載荷試験{z�»地表~変形量{tいv1試験体{¹~水�距

離x~関係²1÷ 5.2-6 {示y2 

 

‐1

‐0.5

0

0.5

1

0 500 1000 1500 2000

地
表

面
変

O
ÿ
m
m

Ā

試験体か¹の水平距離ÿmmĀ

1.0kN

2.0kN

3.0kN

4.0kN

5.0kN

6.0kN

7.0kN

8.0kN

9.0kN

10.0kN

 

‐1

‐0.5

0

0.5

1

0 500 1000 1500 2000

地
表

面
変

O
ÿ
m
m

Ā

試験体か¹の水平距離ÿmmĀ

2.0kN

4.0kN

6.0kN

8.0kN

10.0kN

12.0kN

14.0kN

16.0kN

18.0kN

20.0kN

 

試験体 No.T-1 根入¼ 800mm        試験体 No.C-1 根入¼ 800mm 
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試験体 No.T-2 根入¼ 1100mm        試験体 No.C-2 根入¼ 1100mm 
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試験体 No.T-3 根入¼ 1400mm       試験体 No.C-3 根入¼ 1400mm 

÷ 5.2-6 載荷試験におけ»杭周辺の地盤変形量ÿ茨城県つくば市Ā 
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(4) 試験後~試験体確認 

 茨城県t��^~試験体{tいv1試験後{回転wv抜}取s�÷³üû²ü¹¹クúュü~

状態²1÷ 5.2-7 {示y2状態²目視確認w�結果1ā´プ部{回転¯入時{生x�摩擦痕|見

¹¼�|1鋼材~変形z¸s1溶接部~損傷�生xvいzいsx²確認w�2 

  

試験体 No.T-1 根入¼ 800mm        試験体 No.T-2 根入¼ 1100mm 

  

試験体 No.T-3 根入¼ 1400mm       試験体 No.C-1 根入¼ 800mm 

  

試験体 No.C-2 根入¼ 1100mm       試験体 No.C-3 根入¼ 1400mm 

÷ 5.2-7 試験後の試験体 
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5.2.4 \地盤{z�»極限引抜}抵抗力x極限支持力~比較 

 茨城県t��^{z�»\一地盤w行s�引抜}試験及s載荷試験~結果1極限支持力�極限

引抜}抵抗力¸º安全側wあ»sx|確認w}�2ÿ表 5.2-21÷ 5.2-81÷ 5.2-9 参照Ā 

 

表 5.2-2 載荷試験結果 

根入¼深さ 極限引抜き抵抗力 極限支持力
Lb tRu Ru

ÿmm) (kNĀ (kNĀ
800 16.7 27.1
1100 19.9 40.6

31.9
34.0

800 10.3 15.7
1100 19.1 30.3
1400 28.4 35.9

1400 26.4

千葉県
流山市

試験場所

茨城県
つくば市
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1.2 2.0 1.0 

÷ 5.2-9 極限引抜き抵抗力と極限支持力の関係 

÷ 5.2-8 極限引抜き抵抗力及び極限支持力と根入¼深さの関係 
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5.2.5 地盤~許容支持力算定式~検討 

 試験結果{¹1本工法~地盤~許容支持力�1地盤~引抜}方向~許容支持力~算定式²用い

v算定w}»sx²確認w�2 

 zz1地盤~許容支持力�1長期x短期|あ»sx{¹1}¼~¼~P減係数{¸sv算定²

行う2 

 

  地盤~許容支持力 RuRa t=φû  

 

     φ ČP減係数ÿ長期 1/31短期 2/3Ā 

Ra  Č地盤~許容支持力 ÿkNĀ 

tRu Č引抜}試験{¸º求��極限引抜}抵抗力 ÿkNĀ 
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6. 開発目標Ą~確認 

 

原O置w行う引抜}試験{zいv1本工法{適w�小型試験機²用いv地盤~極限引抜}

抵抗力~算定|ÿ能wあ»sx²確認y»2 

 

引抜}抵抗力算定式  tRu=αûctRu (kN) 

 

       α Č補l係数 ÿα=0.86Ā 

ctRuČ小型試験機{¸»地盤~極限引抜}抵抗力  (kN) 

��w1杭頭引抜}変O量δ≦9.6 mmÿ杭径~ 10％Ā 

 

6.1 杭中心{¹ß力板端部~w~ß力~距離{¸»引抜}抵抗力~確認 

 

6.1.1 試験概要 

試験�1茨城県t��^x千葉県流山^~ 2 現場w実施w�2試験体中心{¹ß力板端部~w

~ß力~距離�1小型試験機² 300mm1学会式試験装置² 1000mm xw�2試験体~変O量�杭

頭変Oxw�2~�1茨城県t��^w�1ß力~距離{¸»地盤~影響²確認y»��1試験

体{¹ 500mm zt離w�地表面~変O²計測w�2 

小型試験機概略÷²÷ 6.1-1 {1試験実施状況²÷ 6.1-2 {示y2学会式試験装置概略÷² 

÷ 6.1-3 {1試験実施状況²÷ 6.1-4 {示y2 
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架台 

脚部 

反力板 

öン·ョンロッù 

変位計d 変位計e 

変位計f 

変位計g 

変位計h 

÷ 6.1-2 試験実施状況 

÷ 6.1-1 小型試験機概略÷および変位計測位置 
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6.1.2 試験体条件 

 試験体条件²1表 6.1-1 {示y2 

 

表 6.1-1 試験体条件 

試験場所 試験機 根入¼深さ

(mm)

根入¼深さ
実測値
(mm)

載荷方式

800 810
1100 1111
1400 1403
800 795

1100 1110
1400 1420
800 780

1000 990
1400 1408
800 803

1000 995
1400 1403

茨城県つくば市

標準 段階式一方向載荷

小型 連続式一方向載荷

千葉県流山市

標準 段階式一方向載荷

小型 連続式一方向載荷

 

 

 

 

 

 

反力板 反力板 
 

÷ 6.1-4 試験実施状況 

÷ 6.1-3 学会式試験装置概略÷および変位計測位置 
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6.1.3 試験結果 

 (1) 地盤状況~確認 

  試験O置{¸»¹クúュü¶·´ø¯入試験結果²÷ 6.1-5 {示y2 

  小型試験機²用い�試験O置²赤線w1学会式試験装置²用い�試験O置²黒線w示w�2 
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 (2) 荷重と変位~関係 

  引抜き試験{よ»載荷荷重と杭頭変位量~関係を÷ 6.1-6 {示す2 

小型試験機を赤線w1学会式試験装置を黒線w示wた2 
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図 6.1-6 載荷荷重と杭頭変位量の関係 

茨城県つくば市 千葉県流山市 
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 (3) 載荷時{z�»地表面変位と試験体{¹~水平距離~関係 

 茨城県t��^~現場w行った引抜き試験{z�»地表~変形量{tいv1試験体{¹~

水平距離と~関係を÷6.1-7{示す2試験体{近い水平距離500ｍｍ{z�»変位{tいv1

小型試験機~場合�荷重~増加とと�{隆起す»|1学会式試験装置~場合�沈降す»sと

を確認wた2 

 

小型試験機              学会式試験装置 

ÿ杭中心と反力板の距離 300mmĀ     ÿ杭中心と反力板の距離 1000mmĀ 
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図 6.1-7 引抜き試験におけ»杭周辺の地盤変形量ÿ茨城県つくば市Ā 
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6.2 補正係数~検討 

小型試験機と学会式試験装置{よ»極限引抜き抵抗力を比較す»sと{より1小型試験機~補

正係数を検討wた2 

引抜き試験結果一覧を表 6.2-1 {示す2試験結果より1小型試験機と学会式試験装置~極限引

抜き抵抗力~比較値ÿ小型/学会式Ā�10.95 {¹ 1.501平均� 1.121標準偏差� 0.20 とzっ

た2 

補正係数�190％信頼限界~下限値とwv算定wた結果10.86 とzった2ÿ÷ 6.2-1 参照Ā 

 

表 6.2-1 引抜き試験結果一覧  

根入れ深さ
小型試験機 学会式試験装置 平均 標準偏差 90％信頼限界

ÿmm) (kNĀ (kNĀ X
＿

σ (X
＿

-1.3σ)

800 15.9 16.7 0.95 1.12 0.20 0.86

1100 29.8 19.9 1.50

1400 29.0 26.4 1.10

800 11.9 10.3 1.16

1000 17.7 17.3 1.02

1400 27.7 28.4 0.98

試験場所

極限引抜き抵抗力

茨城県
つくば市

千葉県
流山市

比較値 (小型/学会式)

 

90％信頼限界 ＝ 平均(X
ÿ

)ÿ1.3×標準偏差(σ) 
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図 6.2-1 小型試験機と学会式試験装置の極限引抜き抵抗力の関係 
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s¼{より1小型試験機を用いた引抜き試験方法�1測定結果{補正係数とwv 0.86 を乗z

»sと{よっv1学会式試験装置を用いた試験結果と\等{評価|wき»sとを確認wた2 

 よっv1地盤~極限引抜き試験抵抗力~算定�下式w示すsと|wき»2 

 

地盤~極限引抜き抵抗力算定式  tRu=0.86ûctRu (kN) 

 

tRu Č地盤~極限引抜き抵抗力   (kN) 

ctRu Č小型試験機{よ»地盤~極限引抜き抵抗力 (kN) 

た�w1杭頭引抜き変位量δ≦9.6 mmÿ杭径~ 10％Ā 
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1ÿ総則 

1.1. 適用範ö 

 

本設計û施工þニõ²û�1À´ü¿ø²ü¹工法{¸»1四号建物w居室x�z�¼»z}¼~あ»

室|zい建築物や仮設建築物1}~à~施設~基礎{用い»_口径回転¯入鋼管<÷³üû²ü¹¹

¿úõü=~設計û施工{適用�¼»�~wあ»2  

 

0解説1 

1) 本工法~概要 

À´ü¿ø²ü¹工法�1_口径回転¯入鋼管<÷³üû²ü¹¹¿úõü=を用い�1置}基礎や簡易z布

基礎{代わ»基礎工法wあ»2÷³üû²ü¹¹¿úõü�1Y端|öüāü状{zs�鋼管x1}~周面{

設�¹¼�¹ā´ùû{¸sv構成�¼�1地ø{回転¯入�{v埋込�製品wあ»2 

本工法�1ÿンù型~電動回転工具<÷³üû²ü¹ùù´Āü=を用い»�x{¸sv1重機|搬入w}z

い斜面やÿ_地1y井高|Pい場所w÷³üû²ü¹¹¿úõüを施工y»�x|可能wあ»2 

÷³üû²ü¹¹¿úõü~抵抗機構�1基礎底部~Y端支持力を考慮{z1周面摩擦力~�を考慮y»2

w�|sv1支持力{tいv�周面摩擦力~�を考慮y»2 

地ø~引抜}方向~許容支持力�1�成 13 �国土交通省告示ÿ以Q1� 13 国交告Ā第 1113 号第 5 O

号~表~(1)�~式{w�|sv1引抜}試験{¸º求��地ø~極限引抜}抵抗力¸º算定y»2引抜}試

験�1専用~_型試験機を用いv行う�x|w}»2地ø~長期並s{短期~許容支持力�1引抜}試験

{¸º求��地ø~極限引抜}抵抗力を用いv算定w}»2水�抵抗力�1建築基準法~�術解説書や各

指針類{従sv検討y»2 

 

2) P部構造~規模 

 本工法{用い»÷³üû²ü¹¹¿úõü�1_口径w根入¼深�~浅い摩擦杭wあº1¹¿úõüĂ本当�

º~荷重性能�通常~基礎杭{比yv_�いß様{zsvい»2�~��1Ü全x工法~āúóøを発揮�{

»��1P部構造|軽量z建築物や仮設建築物1z陽Z発電設備や農業ÿ¶¹等~施設を対象xwvい

»2 

û 四号建物w居室x�z�¼»z}¼~あ»室|zい�~x�1喫煙üó¿¹û東屋û»üýüøû物置_

屋zy|考え¹¼»|1個w~Ï案�x{建築主Ïx~確認|必要wあ»2 

û 本工法w対象xy»仮設建築物x�1建築基準法第85条w定義�¼vい»2災害|あs�場合{zい

v建築y»停車場1郵便局1官公署zy~公共P必要z用途{供y»応急仮設建築物1工Ïを施工

y»��{現場{設�»Ï務所1Q_屋1材料置}場1仮設興行場1博覧会建築物1仮設店舗1zy

wあ»2 
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1.2. 対象地ø 

 

本工法~対象地ø�1¹¿úõü¶·´ø¯入試験{¸sv地表面{¹根入¼深�~Q部 1dÿdĀ杭径

=96mmĀ~w~ Nsw | 4 以Pwあ»�xを確認w�地øxy»2 

 

0解説1 

本工法�1杭~周面摩擦力{¸svP部構造を支持y»ß様wあ»2w�|sv1杭~周ö~地ø{軟

弱z粘土質地ø|zい�xを確認y»方法xwv1地表面{¹根入¼深�~Q部1d~w~範ö{zいv1¹

¿úõü¶·´ø¯入試験{z�» Nsw | 4 以Pwあ»�xxw�2��w1液状化~恐¼~あ»地øを除�2 

ÿNswĀ¹¿úõü¶·´ø¯入試験{z�»1¯入量 1m 当�º~半回転数を表わw��~Ā 

 

zz1¹¿úõü¶·´ø¯入試験{¸º1根入¼深�~Q部 1d ¸ºQ方 2m ~w{ 1kN 以Qw自沈y»層

|存xy»場合�1� 13 国交告第 1113 号{ssv1沈Q~検討を行う2 

 

 

÷ 1-1 地ø調査{¸»確認範ö 
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2. 使用材料 

2.1. ÷³üû²ü¹¹¿úõü 

 

(1) ]称 

本工法<À´ü¿ø²ü¹工法=w使用y»_口径回転¯入鋼管~]称�<÷³üû²ü¹¹¿úõü=x

呼ぶÿ以Q¹¿úõüx�いうĀ2 

 

(2) 寸法 

1) ā´÷部~直径 D 

ā´÷部~直径 D �1Ĉćÿÿを標準xy»2 

2) ā´÷部~厚� t 

ā´÷部~厚�Ā�1Ąÿćÿÿ以Pを標準xy»2 

3) ¹ā´ùû部~外径 Ds 

¹ā´ùû部~外径 Ds �1ÿćÿÿを標準xy»2öüāü部~¹ā´ùû径��~限ºw�zい2 

4) ¹ā´ùû部~長� l 

¹ā´ùû部~長� l �1ćāāÿÿ以Pを標準xy»2¹ā´ùû長��Y端部{¹~長�xy»2 

5) ¹ā´ùû部~ôóÁ P 

¹ā´ùû部~ôóÁ P �ćāÿÿを標準xy»2 

6) ¹¿úõü~全長 L 

¹¿úõü~全長 L �1根入¼深�x地P突出長�1P部構造x~接続方法{¸»2 

 

0解説1 

(1)]称 

 本工法�1]称を<À´ü¿ø²ü¹工法=x呼s1本工法w使用y»_口径回転¯入鋼管~製品]称を

<÷³üû²ü¹¹¿úõü=x呼ぶ2 

 

(2)寸法 

 ÷³üû²ü¹¹¿úõü~基本寸法�ĂĀ～5Āxzº1基本形状を÷ 2-1 {示y2 

 

  

図 2-1 ÷³üû²üススクúュü基本形状 

 

 

 

スā´ùû部 ā´プ部 
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~�1P部構造x~接合{用い»õùン¸を設��場合~製品~形状例を÷ 2-2 {1製品ß様例を 

表 2-112-2 {示y2 

 

 

図 2-2 ÷³üû²ü¹¹クúュü製品形状例 

 

表 2-1 ÷³üû²ü¹¹クúュü製品仕様例 ÿ単位：ｍｍĀ 

品番 DES-R76X1300 DES-R76X1600 

パ´プ部 

全長ÿＬĀ 1300 1600 

厚さÿtĀ 3.6 3.75 

径ÿＤĀ 76 

¹パ´ùû部 

長さÿＬsĀ 1000 1200 

外径ÿＤsĀ 96 

ôッチÿÿĀ 60 

õùン¸部 
外径ÿＤfĀ 180 

厚みÿtfĀ 10 

識別カùü 青 黒 

 

表 2-2 ÷³üû²ü¹¹クúュü製品の材質仕様例  

部位 規格ＮｏĀ 種類 厚さÿｍｍĀ 

パ´プ部 ＧＢāＴąĂ９ă ĀĄą５ 3.613.75 

¹パ´ùû部 ＧＢāＴ７ĂĂ ĀĄą５ 3 

õùン¸部 ＧＢāＴ７ĂĂ ĀĄą５ 8110 

調整台座部 ＧＢāＴ７ĂĂ ĀĄą５ 4.516.0 

 

 

 

パ´プ部 ¹パ´ùû部 フùン¸部 調整台ÿ部
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2.2. 材料~品質 

 

(1) 規格 

ĂĀā´÷部~材質 

ăăĄĆÿ中華人民共和国国家標準 GB/TĄāÿĂĀを標準xy»2 

ăĀ¹ā´ùû部~材質 

ăăĄĆÿ中華人民共和国国家標準 GB/T700Āを標準xy»2 

 

(2) 表面処理 

¹¿úõü~表面処理�1溶融亜鉛�s}ÿĀ_膜厚Ĉāμÿ以PĀxy»2 

 

(3) 腐食w½ 

土中{z�»鋼材~耐食性�1腐食w½を土x接y»外側{¹Ăÿÿxy»2 

 

0解説1 

使用y»材料�1中華人民共和国国家標準 GB/T7001GB/T3091 {基uい�1表 2-21表 2-3 ~規格を

満�wvい»�~を使用y»2 

材料~品質�1サンコüö¿þ株式会社|自社w運用y»ＩąāÿāāĂþýü¸āンø·¹öĀÿ品質þニõ

²ûĀăąÿ体系÷Ā~ăÿą規定<検査管理標準={準xv1Ø入検査1定期的z試験1工場÷査を行い管

理y»2化学成Vx機械的性質�1Ø入検査wýóø毎~鋼材証明書ÿÿû·üøĀ{¸sv確認y»2機械

的性質�1一般­団法人ベ¿üúóンÀ{¸»定期的z試験を行い1規格tを満�wvい»�xを確認y»2

材料x鋼材証明書等|適l{管理1保管�¼vい»�xを確認y»��1定期的z工場÷査を行う2 

表 2-3 材料の化学成分 

規格]称 鋼材] ā ÿĀ ąｉ ą Ă 

ＧĀĀĆĈāā 
ＧĀĀĆĄāÿĂ 

ăăĄĆĀ 
0.20 
以Q 

1.40 
以Q 

0.35 
以Q 

0.045 
以Q 

0.045 
以Q 

表 2-4 材料の機械的性質 

規格]称 鋼材] 
降伏点 

ÿĀ/ÿÿăĀ 
引張強� 

ÿĀ/ÿÿăĀ 
伸s 
ÿ％Ā 

ＧĀĀĆĈāā ăăĄĆĀ ăĄĆ以P ĄĈā～Ćāā ăć以P 

ＧĀĀĆĄāÿĂ ăăĄĆĀ ăĄĆ以P ĄĈā以P ĂĆ以P 

 ¹¿úõü~表面処理�1溶融亜鉛�s}ÿĀ_ 70μÿ以PĀISO1461Āを標準xw�2計算P� HDZT77 

ÿJIS H8641Ā以P~膜厚xzº1�s}塗布量� 600g/m2 xz»2表面処理~ß様を表 2-5 {示y2 

表 2-5 ÷³üû²üススクúュüの表面処理 

 ISO 規格 相当 JIS 規格 

規格 No. ISO1461 JIS H 8641 

種類 
Ā_ 70μm 以P 
�均 85μm 以P 

HDZTĈĈ以P 

 溶融亜鉛�s}�1保管時~腐食防kz¸s施工後~突出部{z�»耐食効果を考慮w��~wあ»2 

施工後~土中{z�»鋼材�1土x接y»外側{¹ 1ÿÿを腐食w½xwv耐食性を考慮w��~wあ»2
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3. 設計 

3.1. 地ø~引抜}方向~許容支持力 

 

÷³üû²ü¹¹¿úõü1 本当�º~地ø~引抜}方向~許容支持力 tRa �1¹¿úõü¶·´ø¯入試験

{¸º地表{¹根入¼深�~Q部 1d(dĀ杭径=96mm)~w~ Nsw | 4 以P~地ø{対wv1式ÿ3.1Ā{¸º算

定y»2 

_型試験機を用いv引抜}試験を行s�場合�1式ÿ3.2Ā{¸º極限引抜}抵抗力を補lwv用い»2 

 

  地ø~引抜}方向~許容支持力 tRa=φûtRu (kN)                             

ÿ3.1Ā 

 

tRa Ā地ø~引抜}方向~許容支持力 

φ   ĀP減係数 ÿ短期 2/3Ā 

tRu Ā引抜}試験{¸º求��極限引抜}抵抗力 

ÿ杭頭変O量|杭径~ 10%以内{z�»Ā大荷重tĀ 

_型試験機を用いv引抜}試験を行s�場合�1次式w補lを行う2 

tRu ＝ 0.86×ctRu                                    ÿ3.2Ā 

       ctRu Ā_型試験機を用い�引抜}試験{¸º求��極限引抜}抵抗力 (kN) 

 

0解説1 

÷³üû²ü¹¹¿úõü�1従来~基礎工法{比yv地表面~地ø状態{大}�依存y»2 

一般{建築物û工作物を設置w¸うxy»場所�1地表面|造成�¼vい»場合|多い2�~¸うz地ø{

�Ü全{基礎設置|w}»¸う{1¹¿úõü¶·´ø¯入試験{¸»試験結果及s1引抜}試験結果{¹設

計t~算定方法を規定wvい»2 

 ÷³üû²ü¹¹¿úõü~杭~V類�1Y端|öüāü状{zs�回転¯入杭wあº1周面摩擦力~

�を考慮w�摩擦杭wあ»2回転¯入杭�1� 13 国交告第 1113 号第 5 第O�~表~(1)�~引抜}方向

~許容支持力~式{zいv1}~à~基礎杭{V類�¼1Q式(3.3)|適用�¼»2 

式(3.3)~う�÷³üû²ü¹¹¿úõü~p効自重 Wp � 0 xy»2 

長期{生z»力{対y»地ø~引抜}方向~許容支持力�1P部構造|建築物wあ»基礎杭{生x»�x

�想定w得zい�x{¹1本工法~対象外xy»2 

 

   短期{生z»力{対y»地ø~引抜}方向~許容支持力 

    pW+tRu
3

2
=tRa                                              (3.3) 

 

tRa Ā地ø~引抜}方向~許容支持力 ÿkNĀ 

tRu Ā引抜}試験{¸º求��極限引抜}抵抗力 ÿkNĀ 

ĉp Ā基礎杭p効自重 ÿkNĀ 
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_型試験機を用いv引抜}試験を行s�場合�1_型試験{¸»地ø~極限引抜抵抗力 ctRu {補l係

数 0.86 を乗x»�x{¸º1<杭~鉛直載荷試験方法û\解説 第 1 回改訂版=ÿ公益社団法人地ø工学会Ā

{準x�杭~引抜}試験方法ÿ以Q1学会試験方法Ā{適合w�試験装置ÿ以Q1学会式試験装置Āを用い

�荷重tx\等xwv扱え»¸う{w��~wあ»2 

引抜き試験結果一覧を表 3-1 {1_型試験機x学会式試験装置~極限引抜}抵抗力~関係を÷ 3-1

{示y2 

小型試験機と学会式試験装置~極限引抜き抵抗力~比較値ÿ小型/学会式Āより190％信頼限界~

下限値を満たす小型試験機~補正値� 0.86 とzった2 

 

表 3-1 引抜き試験結果 

根入れ深さ
小型試験機 学会式試験装置 平均 標準偏差 90％信頼限界

ÿmm) (kNĀ (kNĀ X
＿

σ (X
＿

-1.3σ)

800 15.9 16.7 0.95 1.12 0.20 0.86

1100 29.8 19.9 1.50

1400 29.0 26.4 1.10

800 11.9 10.3 1.16

1000 17.7 17.3 1.02

1400 27.7 28.4 0.98

試験場所

極限引抜き抵抗力

茨城県
つくば市

千葉県
流山市

比較値 (小型/学会式)

 

90％信頼限界 ＝ 平均(X
ÿ

)ÿ1.3×標準偏差(σ) 

 

0 

10 

20 

30 

40 

0 10 20 30 40 

小
型

試
験

機
に

よ
»

極
限

引
抜

き
抵

抗
力

ÿ
k
N

Ā

学会式試験装置によ»極限引抜き抵抗力ÿｋNĀ

0.95

1.001.50

0.86

 

図 3-1 小型試験機と学会式試験装置の極限引抜き抵抗力の関係 
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3.2. 地ø~許容支持力 

 

 地ø~許容支持力Ąａ�1引抜}試験{¸º求��極限引抜}抵抗力 tĄu を用いv算定y»2 

     Ąａ ＝ φûĀĄu                                                ÿ3.4Ā 

        φ ĀP減係数ÿ長期 1/31短期 2/3Ā 

Ra Ā地ø~許容支持力 ÿkNĀ 

tRu Ā引抜}試験{¸º求��極限引抜}抵抗力 ÿkNĀ 

 

0解説1 

÷³üû²ü¹¹¿úõüを用い�地ø~極限支持力�1極限引抜}抵抗力以Pxz»2 

ÿ÷ 3-213-3 参照Ā 

w�|sv1地ø~許容支持力 Ra �1引抜}試験{¸º求��極限引抜}抵抗力 tRu を用いv算定w}

»2 

P減係数φ�1� 13 国交告第 1113 号第 5 Ð号~表~(1)�~式{従sv1長期 1/31短期 2/3 xy»2 
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図 3-2 極限抵抗力と根入れ深さの関係 

1.2 2.0 1.0 

図 3-3 極限支持力と極限引抜き抵抗力の関係 



9 

 

4ÿ 施工品質管理 

4.1. 施工品質管理õýü 

 

施工品質管理�1Q÷{示yõýü{従う2 

 

 

 

  

 

1) 情報à集 

1) ¹クúュü¶·´ø貫入試験 

1) 試験体施工 

1) 許容支持力の算定 

2) 施工仕様の設定 

3) ¹クúュüの選定

1) 先孔穿孔 

1) 施工精þ確認 

2) 施工確認試験 

事前調査 

2) 本調査の計画立案 

本調査 

2) 試掘 

2) 支持力 判定 試験 

施工品質 

管理 
2) ¹クúュü施工

資料調査 

地盤調査 

支持力調査 

 

施工管理 

品質管理 

(1)

(1)

(2)

 

(1)

(2)

施工仕様û(3)

¹クúュü仕様

の設定



10 

 

4.2. Ï前調査 

 

Ï前調査�1資料{¸»情報à集を行sv地øやP部構造~条件を把握wv1本調査~計画{ß映�

{»2 

 

(1) 資料調査 

資料調査�1現地w本調査を行う前{1資料{¸»情報à集を行い1本調査~計画立案を行う2 

 

1) 情報à集 

地ø条件1P部構造条件~把握を行う2 

2) 本調査~計画立案 

調査¸ú²~設定1許容支持力~仮設定1根入¼深�~確認を行う2 

 

0解説1 

 本工法�1地表面{¹ 2m 付近~w~地層を対象{wvい»��1}~層~状況~確認|重要wあ»2 

 特{1表層部V�造成zy|�¼v1自然~状態w�zい�x�考え¹¼»~w1地ø~Ü定性を確認y

»��{1造成~p無1造成前~状況1造成後~経過時間zy~確認|大Ïwあ»2 

 資料調査{zいv現地概況~確認を行い1本調査~計画{ß映�{»2 

 

1) 情報à集 

 û地ø条件~把握 地形÷1近隣w~地ø調査結果1発注者{¹~情報zy{¹1土地~広�1 

形状1高P差1地層構成を把握y»2 

 ûP部構造条件~把握 ÷面zy{¹1P部構造~規模1配置を把握y»2 

 

2) 本調査~計画立案 

 û調査¸ú²~設定 調査¸ú²�1Ï前情報{¹得¹¼�地ø状況{応xv設定y»2 

 û許容支持力~仮設定 �術資料等を基{¹¿úõü~許容支持力を仮設定y»2 

 û根入¼深�~確認 仮設定w�許容支持力{必要z根入¼深�を確認y»2 

 



11 

 

4.3ÿ本調査 

 

 本調査�1調査¸ú²毎{施工ß様x¹¿úõüß様~設定{必要z÷ü¿を確認y»��{行う2 

 

(1) 地ø調査 

地ø調査�1適lz支持力を得»��{1Ï前調査w設定w�調査¸ú²を基{1¹¿úõü¶·´ø¯

入試験x試掘を行い1地ø状況{合わ{�範öを確認wv1Ā終的z調査¸ú²~確定を行う2 

 

(2) 支持力調査 

支持力調査�1調査¸ú²{zいv所定~支持力|得¹¼»�xを確認y»��{行う2 

 

(3) 施工ß様û¹¿úõüß様~選定 

施工ß様û¹¿úõüß様�1支持力調査~結果を基{許容支持力を算定wv選定を行う2 

 

0解説1 

(1) 地ø調査 

 ¹¿úõü¶·´ø¯入試験x試掘�以Q~方法w実施y»2 

 

1) ¹¿úõü¶·´ø¯入試験 

û確認Ï�  Ï前調査w設定w�調査¸ú²を基{1地層構成~均一z範öを確認y»2 

   試験~結果1調査¸ú²内~地層構成{明¹{zÕい|見¹¼�場合�1調 

査¸ú²~区V�~見直wを行う2 

地表面{¹根入¼深�~Q部 1dÿdĀ杭径＝96mmĀ~w~ Nsw | 4 以Pwあ» 

�xを確認y»2 

 

※本調査w地層構成{明¹{zÕい|見¹¼�場合1�w��Ï前調査{ 

¸sv地震時{液状化~恐¼~あ»地øwあs�場合{zいv�1w途 

¹¿úõü¶·´ø¯入試験を行い1根入¼深�~Q部 1d ¸ºQ方 

2m ~w{ 1kN 以Qw自沈y»層|存xy»場合1�w��根入¼深�~ 

Q部 1d ¸ºQ方 2m {¹ 5m ~w{ 500N 以Qw自沈y»層|存xy» 

場合�1国土交通省告示 1113 号{w�|sv沈Q~検討をy»2P記 

~自沈y»層|存xwzい場合�1本調査を実施y»2 

 

û試験本数~確認 調査¸ú²内~地層構成{明¹{zÕい|見¹¼�場合�1調査¸ú²~区 

V�~見直wを行い1追加試験y»2 

試験本数�1原則xwv調査¸ú²~広�{¸sv設定y»2 

調査¸ú²~広� 試験本数 

ăāāÿă未満 ă本以P 

ăāāÿă以Pąāāÿă未満 ą本以P 

ąāāÿă以P ć本以P 

û試験O置  試験O置�1P部構造~配置内{z�»端部{配置y»�x2 
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û測定深�  地表面{¹根入¼深�~Q部 1d(dĀ杭径=96mm)~wを測定y»2 

û手�  試験�1JIS A 1221<¹¿úõü¶·´ø¯入試験方法={従う2 

û記録方法  試験結果�1次~�目を記載y»�xxy»2 

û調査件] û試験�o日 û地点番号 û試験者 

û載荷装置及s回転装置~種類  û調査実施日~気象情報 

ûĉÿｗ，Āÿｗ1自沈状況~記録 

û試験O置並s{試験状況{関y»記録 

 

0

50
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200

250

300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

ÿｃｍĀ

貫
入
深
さ

0   0.25  0.50 0.75

荷重Wsw (kN) ｜ 貫入量1mあたºの半回転数Nsw

 

350 81000 25 2 粘性土
325 321000 25 8 粘性土
300 201000 25 5 粘性土
275 241000 25 6 粘性土
250 241000 25 6 粘性土
225 201000 25 5 粘性土
200 241000 25 6 粘性土
175 241000 25 6 粘性土
150 201000 25 5 粘性土
125 201000 25 5 粘性土
100 241000 25 6 粘性土
75 281000 25 7 粘性土
50 361000 25 9 粘性土
25 201000 25 5 粘性土

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたºの

半回転数

Nsw (回/m)

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

 

図 4-1 スクúュü¶·´ø貫入試験結果 表記方法例 

 

サüÁć―ą型 

Ăÿ回転装置 自動式 

 回転数 ąĆ 半回転数/V 

 ¾²üĂü¿ü ÿāĂāāĈ ăāāĉ 

 許容軸øû¿ Ĉāÿć Āûÿ 

ăÿ載荷装置 手動式 

 装置基本荷重 ăĆā Ā 

 載荷装置 z�º ĂăĆĀ/個 

Ąÿ機体寸法 1250H×750W×750L ÿÿÿĀ 

ąÿ機体重量 50 kgÿ本体Ā 

図 4-2 スクúュü¶·´ø貫入試験装置の例 



13 

 

2) 試掘 

û確認Ï�  ùúû~排土等{¸»地質確認1埋設物~p無1施工性確認を行う2 

ûY孔穿孔機械 Y孔穿孔機械�1ÿンþüùúûやÿンùºü¼üzy|用い¹¼»2 

穿孔深��1想定y»¹¿úõü~根入¼深�~w行う2 

   

図 4-3 ÿンマüùúûとビóøの例    図 4-4 ÿンùオüガüとビóøの例 

  

   ûùúû径  ùúû径�10mmÿY孔zwĀ{¹ 76mm xw1標準径� 40mm xy»2 

原則xwv施工時{使用を予定wvい»ùúû径xy»2 

û試掘本数  地ø~状況や埋設物~p無|確認w}»適Wz本数xy»2 

 

(2) 支持力調査 

試験体施工x支持力v定試験�以Q~方法w行う2 

 

1) 試験体施工 

û確認Ï� 支持力調査用~試験体を施工wv1施工性能を確認y»2 

û試験体 試験体�1原則xwv資料調査w仮設定w�¹¿úõüxy»2 

û施工O置 施工O置�1原則xwv¹¿úõü¶·´ø¯入試験を計測w�孔O置xy»2 

û施工本数 調査¸ú²中w�均 Nsw※~大}�|Ā�_�いO置zy{zいv1Ă本以Pxy»2 

�~調査¸ú²�1Ā終的{地ø調査{¸sv均一z地層構成を確認w��~xy»2 

※�均 Nsw Ā¹¿úõü¶·´ø¯入試験{zいv1地表面{¹根入¼深�~Q部 1d ~w~ 

Nswÿ¯入量 1m 当�º~半回転数Āを�均w��~2 

ûùúû径 使用を予定wvい»ùúû径を基本xy»2 

û根入¼深� 資料調査w仮設定w�根入¼深�w行う2 

 

2) 支持力v定試験 

û確認Ï� ¹¿úõü~許容支持力を確認y»��~試験w1調査¸ú²�x{地ø~極限引抜} 

抵抗力を測定y»2 

û試験O置x本数 試験体施工を行s�O置z¸s本数xy»2 

û試験方法 引抜}試験を行い1地ø~極限引抜}抵抗力を測定y»2 

変O量|杭径~ 10%ÿ9.6mmĀを超え�場合�測定を終了y»2 

û試験装置 試験装置�1学会式試験装置�w��1専用~_型試験機<ö¿þö¹¿ü=を用い»2 
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図 4-6 引抜き試験結果 表記方法例 

 

 

 

 

 

 

図 4-5 小型試験機<öクþöスタü=概略図 
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(3) 施工ß様û ¹¿úõüß様~設定  

許容支持力~算定1施工ß様~決定1¹¿úõü~選定�1以Q~方法w行う2 

  

1) 許容支持力~算定 

û地ø~引抜}方向~許容支持力 

   支持力調査{¸sv得¹¼�地ø~極限引抜}抵抗力を用いv1調査¸ú² 

�x{算定y»2 

rxt~調査¸ú²w複数本~試験を行s�場合�1Ā_tを使用y»2 

学会試験方法{¸»引抜}試験を行s�場合�1地ø~引抜}方向~許容 

支持力を1Q式{¸º求�»2 

 

tRa=φûtRu 

tRa Ā地ø~引抜}方向~許容支持力ÿkNĀ 

φ ĀP減係数ÿ短期＝2/3Ā 

tRu Ā引抜}試験{¸º求��地ø~極限引抜}抵抗力ÿkNĀ 

※_型試験機を採用w�場合�1tRu をQ式{¸º補ly»2 

tRu=0.86ûctRu 

ctRuĀ_型試験機{¸»地ø~極限引抜}抵抗力ÿkNĀ 

 

û地ø~許容支持力 

   載荷試験{¸»地ø~極限支持力�1引抜}試験{¸º求��地ø~極限 

引抜}抵抗力x\txy»2 

              地ø~許容支持力�長期x短期|あ»��1}¼~¼~P減係数{¸º 

求�»2 

 

Ra=φûtRu 

                  Ra Ā地ø~許容支持力ÿkNĀ 

                  φ ĀP減係数ÿ長期＝1/31短期＝2/3Ā 

2) 施工ß様~決定 

算定w�許容支持力|確保w}»根入¼深�1ùúû径を決定y»2 

 

3) ¹¿úõü~選定 

必要z根入¼深�|確保w}»¹¿úõüを選定y»2 
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4.4. 施工品質管理 

 

 施工品質管理�1施工w�¹¿úõü|設計時{確保�¼�保p性能を満�y��{1本þニõ²û~内

容{従sv施工|行わ¼vい»�xを確認y»2施工記録�1施工÷ü¿·üø等{¸º行う2 

 

(1) 施工管理 

施工管理�1¹¿úõü~設置{z�»施工工程�x~管理を行う2 

 

(2) 品質管理 

品質管理�1¹¿úõü~施工精度確認x1短期{生z»力{対y»地ø~引抜}方向~許容支持力

tRaÿ以Q1短期 tRaĀ~確認試験{¸sv行う2 

 

0解説1 

(1)施工管理 

¹¿úõü~設置{z�»施工工程�x~管理�1以Q~方法w行う2 

 

1) Y孔穿孔 

ûùúû径 原則xwv1支持力調査w使用w�ùúû径w行う2 

ùúû径|支持力調査x異z»場合�1施工O置x\x調査¸ú²w支持力v定試験を 

実施y»zywvÜ全性を確認w1現場°任者~指示を仰�2 

û穿孔深� 原則xwv1¹¿úõü~根入¼深�~w穿孔を行う2 

û鉛直度 水準器や¹ùンø等を用いv鉛直{穿孔を行う2 

2) ¹¿úõü施工 

û鉛直度 専用~ÿンù型電動式回転工具<÷³üû²ü¹ùù´Āü=~水準器や1¹ùンø等を 

用いv1鉛直{施工を行う2 

û根入¼深� 必要z根入¼深�~wÔw�¹1直�{施工を停ky»2 

微調整を行う場合�1手動式~微調整ôüûを用いv1押込�方向{~�回転を加え 

調整w1戻w方向w~調整�行わzい2 

   û施工状況 埋込�時~抵抗感zy1施工状況{変化|見¹¼�場合�1状況を施工÷ü¿·üø 

等{記録y»2 

(2)品質管理 

¹¿úõü~施工精度確認x1短期 tRa ~確認�1以Q~方法w行う2 

 

1) 施工精度確認 

û施工O置1高� 墨出線等{¸ºO置1高�を確認y»2 

問題|あ»場合{�1現場°任者~指示を仰�2 

   û施工角度  水準器1¹ùンø等{¸º施工角度を確認y»2 

問題|あ»場合{�1現場°任者~指示を仰�2 

2) 施工確認試験 
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  û確認Ï�  現場w施工w�¹¿úõü~施工状態を確認y»��~試験w1調査¸ú² 

�x{短期 tRa ~w測定y»2�~x}1抜�出w等~過大z変O|zい�xを 

確認y»2施工確認õýüを1÷ 4-7 {示y2 

û試験O置x本数  許容支持力|\一z調査¸ú²�x{1施工数全体~ 0.5%ÿĀ少 3 本Ā以Px 

y»2~�1施工状況{変化|見¹¼�場合�1}~箇所�含��x2 

û試験方法    引抜}試験を行い1確認荷重txwv1短期 tRa ~wを測定y»2変O量| 

杭径~ 10%ÿ9.6mmĀを超え�場合�測定を終了y»2 

 

確認荷重tÿ変O量δ≦9.6mmĀ＝短期 tRa 

 

短期 tRa ~算定�1p.1514.3 (3)~計算{¸sv行う2 

 

試験本数~う� 1 本w�変O量| 9.6mm ¸º大}い場合�1全体~ 20％を試 

験w1�¹{抜�出wを生x��~|あ¼ば全数を試験y»2 

抜�出w�¹¿úõü�1管理者x協議~うえ1再施工を行う2 

再施工�1原因をV析wv1O置を変更y»zy~対策を検討wv{¹行う2 

 

図 4-7 施工確認フロü 

ス タ ü ø 

試験数：全体の 0.5％ÿ最少 3 本Ā以上 

試験値＝短期 tRa 
ÿδ≦9.6mmĀ 

合  格 

YES 

NO 

不 良 箇 所 の 再 施 工 

YES 

試験数：全数 

試験数：全体の 20％試験 

試験値＝短期 tRa 
ÿδ≦9.6mmĀ 

試験値＝短期 tRa 
ÿδ≦9.6mmĀ 

不 良 箇 所 の 再 施 工 

NO 

NO 

YES 
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5. 施工 

5.1. 施工方法 

0解説1 

(1) 現地確認 

1) 地ø状態~確認 

地面~状態|1¹¿úõü施工を適W{行え»程度~不陸状態{yう{~確認を行う2 

2) 埋設物~確認 

  

 本工法~施工手��Q記~施工õýü{従う2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 現地確認 

施工を開始y»前{1地ø状態1埋設物~p無1現地周辺状況zy~現地状況を確認y»2 

 

(2) 遣º方û墨出w 

¹¿úõü~施工O置をZ学機器等w測量w1基準~糸張ºを行い1墨出wを行う2 

 

(3) Y孔穿孔 

Y孔穿孔{�ÿンþüùúû等~機械を用い1水準器等w鉛直精度を確認wz|¹1所定~墨O置{

穿孔を行う2 

穿孔深��1原則xwv1¹¿úõü~根入¼深�~w穿孔を行う2 

使用y»ùúû径�10mm～76mm xw1標準径� 40mm xy»2 

 

(4) ¹¿úõü施工 

¹¿úõü施工�1ÿンù型電動回転工具<÷³üû²ü¹ùù´Āü=zyを用いv行う2 

 

(5) üベû確認 

ºüøüベû等~Z学機器を使用w1杭頭を所定~高�{調整y»2 

微調整を行う場合�1手動式~微調整ôüûを用いv1押込�方向{~�回転を加え調整w1戻w方

向~調整�行わzい2 

 

現地確認 

遣º方û墨出し 

先孔穿孔 

¹クúュü施工 

üベû確認 
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電気1¼¹1水Ó等~地Q埋設物|あ»z}¼|zい{~確認を行う2 

3) 現場周辺状況~確認 

現場内1現場周辺~確認を行い1資機材~置}場û搬入経路等~確認を行う2 

 

(2) 遣º方û墨出w 

基準xz»地点~指示をØ�v1}~地点¸º÷³üû²ü¹¹¿úõü~埋込�O置を記y2 

÷³üû²ü¹¹¿úõüを施工y»O置{¹11000mm 程度外側~O置{木杭を打�込�2 

設置w�木杭{Z学機器等を使用w1釘等{¸º通º~芯出wを行う2 

通º芯{øùン·óøを設置w1¹Áüûöü÷{¸º÷³üû²ü¹¹¿úõü施工O置を墨出wy»2 

ºüøüベûを使用w1÷³üû²ü¹¹¿úõü~計画y端xz»高�{木板を設置y»2 

通º芯¸ºĀP 110mm 以P~O置{逃�糸を張»2 

  

(3) Y孔穿孔 

Y孔穿孔�ÿンþüùúû等を用い»2ÿンþüùúûw穿孔|困÷z地øw�1ÿンùºü¼ü1削岩

機等~適Wx思わ¼»機器を選択wv行う2 

ùúû径�10mmÿY孔zwĀ{¹76mmÿ÷³üû²ü¹¹¿úõü~ā´÷部径Āxw1標準径�40mmxy»2

zz1標準径�1本�術~評価試験{zいv設定w�ùúû径wあ»2 

原則xwv1本調査{¸sv決定�¼�施工ß様{従う2 

¹¿úõü施工|困÷z場合等{¸º1や�を得zùúû径を支持力調査~ß様{¹変更y»場合�1施

工O置x\x調査¸ú²w支持力v定試験を実施y»zywvÜ全性を確認w1現場°任者~指示を仰�2 

Y孔穿孔�1鉛直精度を確認wz|¹所定~墨O置{行う2石等{¸º所定~墨O置{穿孔~��¹¿ 

úõü施工を行えzい場合�1設置O置を変更y»2変更y»場合�1管理者x報告w1対応を検討w�う

えw実施y»2 

変更O置�1元~墨O置ÿÀā孔Ā中心{¹ 300mm 以Pö¼�距öxy»2Àā孔�埋�戻y2 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 スクúュü施工位置の変更 
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(4) ¹¿úõü施工 

1) 工具 

ÿンù型電動式回転工具<÷³üû²ü¹ùù´Āü=~概略を÷ 5-2 {1ß様を表 5-1 {示y2 

本体

ß力棒
パッù部

²タッチメンø
 

図 5-2 ÿンù型電動式回転工具<÷³üû²üスùù´Āü= 

 

表 5-1 仕様 

]称 ÷³üû²ü¹ùù´Āü 

型式 DES-2000J 

電源û電w 単相交流 100V (50/60Hz) 21A ÿ2 重絶縁Ā 

消費電力 2000W 

回転数 

2 段Wÿえ式 

高速 10rpm / P速 4rpm 

ÿl転ûß転ĂüùWÿえ付}Ā 

外形寸法 
本体 : (L)480×(W)370×(H)650mm 

ß力棒 : φ120×1670(伸延時 2740)mm 

質量 21kg 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-3 セóø状況 

2) 作業手� 

¹¿úõüを施工O置{立v1²¿óÁāンøを接続y»2 

÷³üû²ü¹ùù´Āüを接続w1回転方向1速度を確認y»2 

ß力~{{»方向{注意w1ß力棒をws{º固定y»2 

本体{設置~水準器{¸º鉛直精度を確認wz|¹1¹¿úõü施工を行う2 

高速回転{¸º÷³üû²ü¹ùù´Āü{¬荷|掛»場合�1P速回転{Wºÿえv施工を行う2 
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3) 注意点 

¹¿úõüx²¿óÁāンø�1施工中{外¼zい¸う1´ンā¿øùù´Āü等を用いvüûø固定y»2 

固定物を支持{y»場合�1ß力棒~Y端{付いvい»āóùを必zあv»2 

作業者|ß力棒を持t場合�1ß力棒を支え¹¼z�z»前{直�{÷³üû²ü¹ùù´Āüを停 

kw}»姿勢w作業y»2 

¹¿úõüを地中{入¼»{従sv1角度~修l|困÷{z»��1垂直精度�1¹¿úõü施工~初 

期段階w特{意識wv行う2 

 

4) 専用重機{tいv 

本工法w使用y»施工機械�1ÿンù型電動式回転工具~ほ{1専用重機|あº1地ø~固�や施 

工本数1工期zy{¹適Wz機械を選択y»2専用重機~外観を÷ 5-4 {示y2 

 

図 5-4 専用重機外観図 

(5) üベû確認 

一般的z基礎~場合1¹¿úõü設置後~突出高��水�wz�¼ばz¹zい2}~��1高�~基準x

z»¹¿úõü~設定を行sv1\一~基礎xz»¹¿úõü~üベû調整を行う2 

高�調整を行う場合�1手動式~微調整ôüûを用いv1押込�方向{~�回転を加え調整w1戻w方

向~調整�行わzい2ºüøüベû等~Z学機器を使う場合�1ØZ器を×º付�»2使用状況を÷ 5-5 {

示y2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-5 微調整ôüûの使用状況 

アタッチメント 

延長パイプ 

受光器 
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5.2. 不適合品~処理 

 

施工~工程内w使用�¼»¹¿úõüz¸s施工|顧客~要求品質を満足{z1不適合品xv断�¼�

場合1不適合品~管理手�{従sv対応y»2 

 

0解説1 

1) 不適合品~管理{関y»°任x権限 

顧客~¿üüĀ管理{関wv1内容確認1報告をサンコüö¿þ株式会社{相談w1処置をy»2 

不適合品~処置後{結果~確認を行い1サンコüö¿þ株式会社{結果報告y»2 

サンコüö¿þ株式会社�1不適合処理~相談をØ��x}1指^をy»2 

サンコüö¿þ株式会社�1不適合品~処置結果をØ�1�認後1再発防k対策を関係部署{報告 

y»2 

 

2) 不適合品~管理手� 

û不適合品~識w Ā適合品~隔ö 

û不適合品~文書化 Ā不適合品~状況を発見時{記録 

û不適合品~評価 Ā不適合品~内容確認 

û不適合品~処置 Ā不適合品~処理~検討1実行1確認 

û不適合品~報告 Ā不適合品~報告1通知 

 

 

5.3. Ü全衛生管理 

 

 工法~特徴を十V{熟知y»xx�{1<労働Ü全衛生法=<労働Ü全衛生規則=等関連法規{従sv1施

工条件や作業環境{十V{注意w1Ü全~確保{努�z�¼ばz¹zい2 

 

0解説1 

1) Ï前Ü全審査 

施工計画1作業手��施工管理ûÜ全担当1協力会社~現場代理人1職長等{¸º十V{検討を 

行う2 

2) 墜落災害防k 

法面施工{zいv�1Ü全帯使用~徹底を行い1墜落災害防k{努�»2 

1.5M 以P~作業場所�高所作業xw1作業床1昇降設備を完備w1施工を行う2 

3) ¿üüン災害防k  

移動式¿üüン~作業時�1²¶øú¼ü足元{敷}鉄板w養生を行う2 

吊º作業半径以内{�関係者以外~立�入ºを禁ky»2 

吊ºワ´ôü等~吊º具�使用前{Ü全点検を実施w1不良品使用禁kを徹底y»2 

¿üüン作業�1無線{¸»指示を原則xy»|1手信号{¸»場合�Ï前{合÷方法を統一y»2 
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4) 重機災害撲滅 

重機作業半径以内{�1関係者以外~立�入ºを禁ky»2 

重機移動時�誘^員を配置w1単þw~移動�行わzい2 

重機作業時�1回転灯を点灯w1注意喚起を行う2 

重機作業�1p資格者作業xw1~�車両{¹ö¼»際�必z鍵を×º外y2 

~�併{v廃土板及söüĀを地面x接触�{»2 

5) 交通災害1第O者災害~防k 

工Ï用車両�1法定速度を厳Ûw1無理z運転を行わzい¸う指^y»2 

資材運搬{当�sv�1過積載~内容管理w1~�荷崩¼~無い¸う強固{固定y»2 

一般Ó¸º現場x~出入º時�誘^員を配置w1一般車両1第O者災害~zい¸う管理を行う2 

工場内ûüûをÏ前{把握1周知徹底wÏ故~無い¸う{努�»2 

6) 個人健康管理 

朝礼時{�1個人~健康状態を確認w1体調不良者{�作業を行わ{zい2 

夏期作業{zいv�1熱中症{注意w1適宜休憩û水Vû塩V補給を十V行う2 

7) 作業主任者~明示 

作業主任者掲示を各作業場所{zいv行う2 

8) 悪y候時~作業中k基準 

û強風 

10 V間~�均風速| 10m/s 以P~強風時�1施工管理者~v断{¸º作業中kをy»2 

û大雨 

連続~降雨量| 50mm 以P~場合2~�落雷~危険性|あ»場合�1早�{作業中kxy»2 

û地震時~作業中k基準  

高所作業及s¿üüン等~機械{¸»作業{tいv1中震ÿ震度ąĀ以P~地震~時�1作業を 

中ky»2 

※中震~状態Ā吊ºP�物�大}�揺¼1歩いvい»人�揺¼を感x»状態2 

û作業~再開 

y候等~回復後1異常|zい{足場等~点検を行い1施工管理者|作業再開を可wあ»xv断 

w�時点w関係各所{報告w�後1作業を開始y»2 

 

 

0参考÷書1 

1) 国土交通省Q宅局建築指^課àĀ2007 �版 建築物~構造関係�術基準解説書, 2007   

2) 日本建築学会Ā建築基礎構造設計指針, 2001 

3) 日本建築学会Ā建築基礎設計~��~地ø調査計画指針, 2009 

4) 日本建築学会Ā_規模建築物基礎設計指針, 2008 

5) 地ø工学会Ā杭~鉛直試験荷重方法û\解説 第一回改訂版, 2002 

6) 日本工業規格協会ĀJIS A 1221 ¹¿úõü¶·´ø¯入試験, 2020 

 





 

 

 

 

 

 

＜参考資料＞ 

 

 参考１：杭の載荷試験成績書（12-5340） 

  押込み載荷試験  Ｃ-１～Ｃ-３ 
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参考�-�参考 1-1



⹜㛎ᚑ❣ᦠ� ╙ 12-�3�� ภ�

1�

����� � � � ⹜㛎⹜㛎⹜㛎⹜㛎ߩߩߩߩ⋡⊛ ⋡⊛ ⋡⊛ ⋡⊛ 

ᧄ⹜㛎ࡁࠢ࠹࡯ࠦࡦࠨޔߪᩣᑼળ␠ࠅࠃଐ㗬ߩ᧮ޟߚߞ޽ߩタ⩄⹜㛎㧔ຠฬ㧦ࠕ࡮࡯ࠖ࠺

�ޕࠆߔߣ⊛⋠ࠍߣߎࠆߔᛠីࠍᡰᜬ․ᕈߩ᧮ޔ޿ⴕࠍ⹜㛎ߡ޿ߟߦ�ޠ㧕࡯ࡘ࡝ࠢࠬࠬ࡯

����㧚㧚㧚㧚ᣉᎿ⹜㛎 ᣉᎿ⹜㛎 ᣉᎿ⹜㛎 ᣉᎿ⹜㛎 

  

 � � � ������ � � � ⹜㛎૕⹜㛎૕⹜㛎૕⹜㛎૕ߩߩߩߩኸᴺኸᴺኸᴺኸᴺ࡮࡮࡮࡮ᒻ⁁ ᒻ⁁ ᒻ⁁ ᒻ⁁ 
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᭎ⷐ࿑ࠍ࿑ 2�2 �ޕߔ␜ߦ

࿑ 2�1� ⹜㛎૕ߩᒻ⁁㧔ଐ㗬⠪ឭ಴資料ࠅࠃ㧕�

⴫ 2.1 ⹜㛎૕の઀᭽ 
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� � � ⹜㛎૕ᣉᎿ႐ᚲ㧔⨙ၔ⋵߫ߊߟᏒ┙ේ 2⇟࿾㧕ࠆߌ߅ߦ࿯⾰ᩇ⁁࿑ࠍ࿑ 2�3 ࿑ޕߔ␜ߦ

2�3 ࿾⴫㕙-1��O߽ࠇߕ޿ޔߪవ┵ㇱಽߩ⹜㛎૕ޔࠅࠃ એᵻߩၒ࿯ጀ㧔☼ᕈ࿯ਥ૕㧕ߦ૏⟎

�ޕࠆߔ
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 � �� ������ � � � ᣉᎿᣇᴺ ᣉᎿᣇᴺ ᣉᎿᣇᴺ ᣉᎿᣇᴺ 

� 
1�ᣉᎿᯏ᧚�

� � � ⹜㛎૕ߩᣉᎿᯏ᧚ߩ઀᭽ࠍ⴫ 2�2 ⌀౮ࠍᴫ⁁⟎⸳ߩᣉᎿᯏ᧚ޔߚ߹ޕߔ␜ߦ 2�1 �ޕߔ␜ߦ

  

⴫ ��� ᣉᎿᯏ᧚ߩ઀᭽㧔ଐ㗬⠪ឭ಴⾗ᢱࠅࠃ㧕 

名称 ディー・アースドライバー 

型式 DES-2000J 

電源・電圧 単相交流 100V (50/60Hz) 21A 回 

消費電力 2000W 

回転数 高速 10rpm / 低速 4rpm 

外形寸法 
本体 : (L)480×(W)370×(H)650mm 

反力棒 : φ120×1670(伸延時 2740)mm 

質量 21kg 

౮⌀ ��� ᣉᎿᯏ᧚⸳⟎⁁ᴫ 

⹜㛎૕

෻ജ᫔

⟎ⵝࠢ࡞࠻
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� � � � ��OOޔߪᓘ⋤ޕ߁ⴕࠍࠣࡦ࡝࡯ࡏ࡟ࡊߡ޿↪ࠍ࡞࡝࠼࡯ࡑࡦࡂ ⹜ޔߪߐជ೥ᷓޔߒߣ

㛎૕ᣉᎿᷓߣߐหޕࠆߔߣߓ�

� � � ԙ᧮ߩ࿁ォ⽾౉�

� � � � ᧮෸߮ᣉᎿᯏ᧚ࠍ᧮ࠅࠃߦࠢ࡞࠻ޔߒ⟎⸳ࠍ࿁ォޔࠄ߇ߥߖߐ࿾⋚ਛߦ⽾౉ޕࠆߔ�
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⴫ ��� ▤ℂ㗄⋡৻ⷩ 

ᣉᎿᎿ⒟� ▤ℂ㗄⋡� ▤ℂᣇᴺ� ▤ℂ୯╬�

�ࠣࡦ࡝࡯ࡏ࡟ࡊ �ᓘߩ࠻࠶ࡆ࡞࡝࠼ ᬌዤޕࠆࠃߦ� ��OO એਅߣߎࠆ޽ߢ�

࿁ォ⽾౉�

㍑▤ߩ⓭಴㐳

ᬌዤࠅࠃߦ࿾⴫㕙߆

ߔቯ᷹ࠍ಴㐳⓭ߩࠄ

�ޕࠆ

ᣉᎿ⚿ᨐࠍᛠីࠆߔ

�ߣߎ

㍑▤ߩ௑ᢳ�

௑ᢳ⸘ࠅࠃߦ⋥ⷺ 2

ᣇะߩ௑ᢳ᷹ⷺࠍቯ

�ޕࠆߔ

�qએਅߣߎࠆ޽ߢ�
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࡝࡯ࡏ࡟ࡊ
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�ߣߎ

��OO એਅߞ޽ߢ

�ޕߚ

࿁ォ⽾౉�

㍑▤ߩ⓭಴㐳

ᬌዤࠅࠃߦ࿾⴫㕙

᷹ࠍ಴㐳⓭ߩࠄ߆

ቯޕࠆߔ�

ᣉᎿ⚿ᨐࠍᛠី

�ߣߎࠆߔ

ᣉᎿ⚿ᨐࠍᛠី

�ޕߚߒ

㍑▤ߩ௑ᢳ�

௑ᢳ⸘ࠅࠃߦ⋥ⷺ 2

ᣇะߩ௑ᢳ᷹ⷺࠍ

ቯޕࠆߔ�

�qએਅࠆ޽ߢ

�ߣߎ

�qએਅߞ޽ߢ

�ޕߚ

⴫ ��� ⹜㛎૕⸳⟎♖ᐲ৻ⷩ 

⓭಴㐳
᧲⷏ᣇะ ධർᣇะ ᦨᄢ (mm)

㪚-1 0.11 1.55 1.55 201

㪚-2 1.60 0.69 1.75 218

㪚-3 0.57 1.66 1.76 200

㪫-1 1.20 0.34 1.25 205

㪫-2 0.86 0.11 0.87 190

㪫-3 2.52 0.17 2.53 180

㪫-4 1.09 0.23 1.11 190

㪫-5 0.46 2.18 2.22 189

㪫-6 0.52 0.29 0.59 197

㪟-1 0.69 0.57 0.89 208

㪟-2 1.32 0.86 1.57 305

㪟-3 2.01 1.72 2.64 199

㪟-4 0.29 0.92 0.96 395

㪟-5 0.06 0.29 0.29 206

⹜㛎૕⇟ภ
⹜㛎૕⸳⟎♖ᐲ

௑ᢳⷺ（㫦）
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 � � � ������ � � � ⹜㛎᧮ ⹜㛎᧮ ⹜㛎᧮ ⹜㛎᧮ 

⹜㛎᧮ޔߪ㨬2�ᣉᎿ⹜㛎㨭ߦ૶↪ޕࠆ޽ߢ᧮ߚࠇߐ�

  

 � � � ������ � � � ෻ജ᧮෻ജ᧮෻ജ᧮෻ജ᧮ߩߩߩߩ઀᭽ ઀᭽ ઀᭽ ઀᭽ 

෻ജ᧮ߩ઀᭽ࠍ⴫ 3�1 �ޕߔ␜ߦ

�ޕ޿ߥ޿ߡߒ↪૶ࠍ᧮෻ജޔ߼ߚࠆߔߣ෻ജࠍ⋛࿾⴫㕙࿾ޔߪߡ޿߅ߦ⩄タ߈ᒁᛮޔ߅ߥ

⴫ ��� ෻ജ᧮઀᭽ 

᧮ฬ⒓� Ꮏᴺฬ⒓� ᣉᎿᣇᴺ� ᧮⒳� ᧮㐳�
ゲㇱ�

ᓘ�

⠀ᩮ�

ㇱᓘ�
஻⠨�

෻ജ᧮

㧝�

�࠻ࠢ࡟ࠗ࠳

Ꮏᴺࠬ࡯ࠕ
࿁ォ⽾౉� ㍑▤᧮� 1��O� ��OO� ��OO�

᛼ㄟߺ�

タ⩄↪�

෻ജ᧮

㧞�
ၒㄟߺ᧮Ꮏᴺ

࡯ࡏ࡟ࡊ

�ࠣࡦ࡝
㍑▤᧮� 22��O

1����

OO�
㧙� ᳓ᐔタ⩄↪
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 �� � ������ � � � タ⩄ᣇᴺ タ⩄ᣇᴺ タ⩄ᣇᴺ タ⩄ᣇᴺ 

� � ฦ⹜㛎૕ߩタ⩄ᣇᑼޔ⸘↹ᦨᄢ⩄㊀߮ࠃ߅⩄㊀଻ᜬᤨ㑆╬ޔタ⩄᧦ઙࠍ⴫ 3�2 �ޕߔ␜ߦ � �

ߣଐ㗬⠪ޔߪߦ႐วߚߒ೔㆐ߦᮡ୯㧔1�OO㧕⋠ࠆߔቯ⸳ߩଐ㗬⠪߇ᄌ૏㊂ߩ㗡ㇱ᧮ޔߒߛߚ

ද⼏ߩ਄ޔ⹜㛎⚳ੌޕࠆߔߣタ⩄⩄㊀ߣ⸘᷹ᤨ㑆ߩ㑐ଥ଀ࠍ࿑ 3�2 �ޕߔ␜ߦ

⴫ 3�2� タ⩄᧦ઙ৻ⷩ�

࿑ ��� タ⩄⩄㊀㧙⸘᷹ᤨ㑆㑐ଥ㧔⹜㛎૕ 0Q�%��  ႐ว㧕ߩ

㪚-1 16
㪚-2 24
㪚-3 32

㪫-1 8
㪫-2 16
㪫-3 24

㪫-4 8
㪫-5 16
㪫-6 24

㪟-1 4
㪟-2 8
㪟-3 8
㪟-4 16
㪟-5 16

⸘↹ᦨᄢ荷重
(kN)

荷重଻ᜬᤨ㑆
(m㫀㫅)

᷹定㑆㓒
(m㫀㫅)

䋭 (ㅪ⛯)

8 3 1

30 1

8 3 1

᳓ᐔ ᮡḰ Ბ㓏ᑼ৻ᣇะタ荷

タ荷荷重
Ბ㓏数

8

䋭

᛼䈚 ᮡḰ Ბ㓏ᑼ৻ᣇะタ荷

ᒁ䈐

ᮡḰ Ბ㓏ᑼ৻ᣇะタ荷

ዊဳ ㅪ⛯ᑼ৻ᣇะタ荷

⹜㛎૕⇟ภ タ荷ᣇะ タ荷ⵝ⟎ タ荷ᣇᑼ

参考�-�2参考 1-12



⹜㛎ᚑ❣ᦠ� ╙ 12-�3�� ภ�

12�

��������� � � � ⸘᷹㗄⋡ ⸘᷹㗄⋡ ⸘᷹㗄⋡ ⸘᷹㗄⋡ 

� � ⸘᷹㗄⋡ࠍⷩ৻ེ᷹⸘߮ࠃ߅⴫ 3�3 ࿑ࠍ⟎ᄌ૏⸘⸳⟎૏ޔߦ ��3ޔ3�3 ޕߔ␜ࠇߙࠇߘޔߦ

⌀౮ࠍ⹜㛎ⵝ⟎⸳⟎⁁ᴫޔߚ߹ 3�1㨪3�� �ޕߔ␜ߦ

⴫ ��� ⸘᷹㗄⋡߮ࠃ߅⸘ེ᷹৻ⷩ 

タ⩄ᣇะ ⸘᷹㗄⋡ ⸘ེ᷹ 点ᢙ ஻⠨ 

᛼ߒㄟߺ 

 ࡮

ᒁ߈ᛮ߈ 

⹜㛎૕ 

タ⩄⩄㊀ 
 ࡞࠮࠼࡯ࡠ

㧔.%���6*��㧕 
� ኈ㊂：���M0 

᧮㗡ㇱ㋦⋥ᄌ૏

㧔࿑ ���Ԙޔԙ㧕

 ᑼࠫ࡯ࠥߺߕ߭

ᄌ૏⸘ 

㧔%&2���㧕 

� 㧙 

地⴫㕙 
㋦⋥ᄌ૏ 

㧔࿑ ���Ԛ㨪Ԝ㧕

 ᑼࠫ࡯ࠥߺߕ߭

ᄌ૏⸘ 

㧔%&2���㧕 

� 

⹜㛎᧮ߩࠄ߆㔌㑆〒㔌

����OOޔ����ޔ���  ߦ

� ▎ᚲߟߕ⸳⟎ 

᳓ᐔ ⹜㛎૕ 

タ⩄⩄㊀ 
 ࡞࠮࠼࡯ࡠ

㧔.%���6*��㧕 
� ኈ㊂：���M0 

᧮㗡ㇱ㋦⋥ᄌ૏

㧔࿑ ���Ԙ㨪ԛ㧕

 ᑼࠫ࡯ࠥߺߕ߭

ᄌ૏⸘ 

㧔%&2���㧕 

� 

ടജ点ߣหߓ㜞ߦߐ�▎

ᚲޔടജ点ࠄ߆ ���OO ਅ

ᣇߦ �▎ᚲߟߕ⸳⟎ 
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ᄌ૏⸘ 0Q�� ᷹ቯ▎ᚲ㧙᷹ቯᣇะ� ᄌ૏⸘ဳᑼ�

Ԙޔԙ� ⹜㛎૕㗡ㇱ㧙㋦⋥ᣇะ� %&2-���
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᛼ㄟߩߺ႐ว㧕

෻ജ᧮
㧔ടജᣇะ߇
᛼ㄟߩߺ႐ว㧕
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⹜㛎૕

�����

����������

�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
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ᄌ૏⸘Ԙ(ᅏߦᄌ૏⸘ԙ)

ᄌ૏⸘Ԛ(ᅏߦᄌ૏⸘ԛ)

෻ജ᧮
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ᄌ૏⸘Ԙ(ਅᲑߦᄌ૏⸘Ԛ)
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౮⌀ ��� ᛼ㄟߺタ⩄⹜㛎ⵝ⟎ోߩ᥊      ౮⌀ ��� ᒁᛮ߈タ⩄⹜㛎ⵝ⟎㧔ᮡḰ㧕ోߩ᥊ 

��

౮⌀ ��� ᒁᛮ߈タ⩄⹜㛎ⵝ⟎㧔ዊဳ㧕ోߩ᥊     ౮⌀ ��� ᳓ᐔタ⩄⹜㛎ⵝ⟎ోߩ᥊ 

��

⹜㛎૕�

෻ജ᧮�

෻ജ᧮�

෻ജ᧮�

⹜㛎૕�

ᄌ૏⸘� ᄌ૏⸘�

⹜㛎૕�

ᄌ૏⸘�

⹜㛎૕�
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1��

������������㧚㧚㧚㧚タ⩄⹜㛎タ⩄⹜㛎タ⩄⹜㛎タ⩄⹜㛎ߩߩߩߩ⚿ᨐ ⚿ᨐ ⚿ᨐ ⚿ᨐ 

⹜㛎⚿ᨐ৻ⷩࠍ⴫ 3�� ⴫ޕߔ␜ߦ 3�� ႐ߩ⩄Ბ㓏ᑼ৻ᣇะタޔߪߣ⹜㛎ᦨᄢ⩄㊀ࠆߌ߅ߦ

วߪߡ޿߅ߦᚲቯᤨߩ㑆߹ߢ⩄㊀଻ᜬ߇น⢻ߚߞ޽ߢタ⩄⩄㊀ߩᦨᄢ୯ޔߒߣㅪ⛯ᑼ৻ᣇะ

タ⩄ߩ႐วߪߡ޿߅ߦタ⩄⩄㊀ߩᦨᄢ୯ޕߚߒߣタ⩄ᣇะ߇᛼ㄟߺ෸߮ᒁᛮߩ߈႐วޔߪタ

⩄⩄㊀ߣ᧮㗡ᄌ૏ߩ㑐ଥ෸߮࿾⴫㕙ᄌ૏ಽᏓࠍ࿑ 3�� ࿑ࠄ߆ 3�1� ႐วߩ᳓ᐔ߇タ⩄ᣇะޔߦ

࿑ࠍ㑐ଥߩ㗡࿁ォⷺ᧮ߣ㑐ଥ෸߮タ⩄⩄㊀ߩ㗡᳓ᐔᄌ૏᧮ߩ࡞ࡌ࡟ടജὐߣタ⩄⩄㊀ޔߪ

࿑ޔ�3�1 3�1� 1
ࠍቯᣇᴺ▚ߩ㗡࿁ォⷺ᧮ޔ߅ߥޕߔ␜ߦ�ᑼޔߚ߹ޕߔ␜ߦタ⩄⩄㊀ߣ⸘᷹

ᤨ㑆ߩ㑐ଥࠍ࿑ 3�1� ࿑ࠄ߆ 3�32 �ޕߔ␜ߦ

⴫ 3��� ⹜㛎⚿ᨐ৻ⷩ�

̪⠀ᩮㇱߩ⋥ᓘ㧔&㧩��OO㧕ߩ 1��㧔���OO㧕ᄌ૏ᤨߩ⩄㊀�

ǰ㧩㧔Ǭ1-Ǭ2㧕�.�1���Ǹ� � 1
࡮࡮࡮࡮࡮࡮࡮࡮࡮࡮��

ǰ�㧦᧮㗡࿁ォⷺ㧔q㧕�

� Ǭ1㧦ടജὐߩ࡞ࡌ࡟᧮㗡᳓ᐔᄌ૏㊂㧔OO㧕�

� Ǭ2㧦ടജὐਅㇱߩ᧮㗡᳓ᐔᄌ૏㊂㧔OO㧕�

� �.�㧦Ǭ1ߣǬ2 ᷹ቯ㑆ߩ〒㔌㧔㧩1��OO㧕�
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���
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����㧚㧚㧚㧚⹜㛎ᜂᒰ⠪ ⹜㛎ᜂᒰ⠪ ⹜㛎ᜂᒰ⠪ ⹜㛎ᜂᒰ⠪ 

� � � ⛔᜝ᛛⴚ▤ℂ⠪� � ᚲ 㐳� � ੑᧁ� ᐙᄦ�

� � � ᛛ ⴚ ▤ ℂ ⠪� � ᭴ㅧᕈ⢻⹜㛎⎇ⓥㇱ

ㇱ� � � � � � 㐳� � ⮮ᧄ� ല�

� � � ⹜ 㛎 ⽿ છ ⠪� � ᭴ㅧᕈ⢻⹜㛎⎇ⓥㇱ

� � � � � � � � � � � � ਥછ⹜㛎⎇ⓥᓎ� � ਭ਎� ⋥຦�

� � � ⹜ 㛎 ታ ᣉ ⠪� � ⅣႺ᧚料ᕈ⢻⹜㛎⎇ⓥㇱ

� � � � � � � � � � � � ਥછ⹜㛎⎇ⓥᓎ� � 㜞ᯅ� ᄩ�

ⅣႺ᧚料ᕈ⢻⹜㛎⎇ⓥㇱ� � �

ਥછ⹜㛎⎇ⓥᓎ� � ທ� ືବ�

� � � � � � � � � � � � ᭴ㅧᕈ⢻⹜㛎⎇ⓥㇱ

� � � � � � � � � � � � ਥછ⹜㛎⎇ⓥᓎ� � ਭ਎� ⋥຦�

� � � � � � � � � � � � ᭴ㅧᕈ⢻⹜㛎⎇ⓥㇱ

� � � � � � � � � � � � ⹜ 㛎 ⎇ ⓥ ຬ� � ૛Ꮉ� ᒄ⥋�

����㧚㧚㧚㧚⹜㛎ታᣉᦼ㑆⹜㛎ታᣉᦼ㑆⹜㛎ታᣉᦼ㑆⹜㛎ታᣉᦼ㑆߮ࠃ߅߮ࠃ߅߮ࠃ߅߮ࠃ߅႐ᚲ ႐ᚲ ႐ᚲ ႐ᚲ 

� � � ⹜㛎ታᣉᦼ㑆� � ᐔᚑ 2� ᐕ 3 ᦬ 12 ᣣ㨪ᐔᚑ 2�ᐕ 3᦬ 22 ᣣ�

� � � ⹜㛎ታᣉ႐ᚲ� � ⨙ၔ⋵߫ߊߟᏒ┙ේ 2⇟࿾�

� � � � � � � � ৻⥸⽷࿅ᴺੱࠣࡦࡆ࡝࡯࠲ࡌ� �ᢝ࿾ౝ࡯࠲ࡦ࠮ᑪ▽⹜㛎⎇ⓥ߫ߊߟ

� � � � � � � � � � � �

����㧚㧚㧚㧚ㅪ⛊వ ㅪ⛊వ ㅪ⛊వ ㅪ⛊వ 

� � ৻⥸⽷࿅ᴺੱࠣࡦࡆ࡝࡯࠲ࡌ� �࡯࠲ࡦ࠮ᑪ▽⹜㛎⎇ⓥ߫ߊߟ

� � ����2-��3ޥ ⨙ၔ⋵߫ߊߟᏒ┙ේ 2⇟࿾�

� � 6'.��2�
����1����

એ਄�

参考�-��参考 1-33



巻末資料 1-1 

 地⋚⺞ᩏ⚿ᨐࠆࠃߦ⹜㛎㧔㧿㨃㧿⹜㛎㧕ࠣࡦࠖ࠺ࡦ࠙ࠨᑼࡦ࠺࡯ࠚ࠙ࠬ

㧝㧚⹜㛎⋡⊛ 

๟߮ࠃ߅⟎ᣉᎿ૏ޔࠅߚ޽ߦࠆߔታᣉࠍฦ⒳タ⩄⹜㛎ߚߒߣ᧮⹜㛎ࠍ࡯ࡘ࡝ࠢࠬࠬ࡯ࠕ࡮࡯ࠖ࠺  

ㄝߩ地⋚⁁ᴫࠍᛠីࠆߔ੐ޕߚߒߣ⊛⋠ࠍ 

㧞㧚⹜㛎႐ᚲ 

  ⨙ၔ⋵߫ߊߟᏒ┙ේ㧞㧔৻⥸⽷࿅ᴺੱࠣࡦࡆ࡝࡯࠲ࡌᢝ地ౝ㧕 

㧟㧚⹜㛎⠪ 

 ␠ᩣᑼળࡁࠢ࠹࡯ࠦࡦࠨ  

ᛛⴚ㐿⊒ㇱ 2( 㐿⊒㧳 ጤᷨ⨃᮸ޔ⋧⪲㓷ผޔᣂ੗ብᢥ 

ᕳᮎ㈨ᩱ㸯
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巻末資料 1-� 

㧠㧚⹜㛎૏⟎ޔ地点番号 

  㧿㨃㧿⹜㛎ࠍⴕߚߞ地点番号ࠍ࿑ ⴫ࠍᣉᎿ᧦ઙߩ᧮⹜㛎ޔߦ� ࠍᢙሼߣሼ⧷ޔߢ࿑㧝ޕߔ␜ߦ�

⚵วߚߖ番号ߪ⹜㛎૕ߩ⸳⟎૏⟎ࠅ߅ߡߒ␜ࠍ⹜㛎૕番号ߣห৻ޔߚ߹ޕࠆ޽ߢਣ࿐ߺᢙሼߩ地点

 ޕࠆ޿ߡߒ␜ࠍᩏ地点⺞ߩ⋛⹜㛎૕๟ㄝ地ޔߪ

࿑ ��⹜㛎૏⟎㑐ଥߣ地点番号 

⴫ ��⹜㛎᧮ߩᣉᎿ᧦ઙ 

઀᭽
ടജὐ

㜞さ
ో㐳䋺䌌 ス䊌䉟䊤䊦㐳䋺㪣1 ᧄ૕ෘ䉂䋺䌴
(mm) (mm) (mm) (mm) （૕）

㪚-1 1000 800 3.6 200

㪚-2 1300 1000 3.6 200

㪚-3 1600 1200 3.75 200

㪫-1 1000 800 3.6 200

㪫-2 1300 1000 3.6 200

㪫-3 1600 1200 3.75 200

㪫-4 1000 800 3.6 200

㪫-5 1300 1000 3.6 200

㪫-6 1600 1200 3.75 200

㪟-1 1000 800 3.6 200 150

㪟-2 1300 1000 3.6 300 250

㪟-3 1300 1000 3.6 200 150

㪟-4 1600 1200 3.75 400 350

㪟-5 1600 1200 3.75 200 150

Ბ㓏ᑼ৻ᣇะタ荷

Ბ㓏ᑼ৻ᣇะタ荷

-

ᮡḰ3

⓭಴㜞さ

-

- ᛼䈚

⹜㛎૕⇟ภ タ荷ᣇᑼタ荷ᣇᑼタ荷ⵝ⟎タ荷ᣇะ⹜㛎૕数

Ბ㓏ᑼ৻ᣇะタ荷ᮡḰ᳓ᐔ5

ㅪ⛯ᑼ৻ᣇะタ荷ዊဳ

ᒁ䈐6

ᮡḰ

㧡㧚⺞ᩏታᣉᣣߩ᳇⽎ᖱႎ 

  ⹜㛎ታᣉᣣߣ᳇⽎ᖱႎࠍ⴫  ޕߔ␜ߦ�

⹜㛎ታᣉᣣ ࿾ὐ⇟ภ ᳇⽎ᖱႎ
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2013/3/12 㪟-1、㪟-2、㪟-3、㪟-4、㪟-5 ᥍䉏（17㷄）

2013/3/14 㪫-4、㪫-5、㪫-6 ᥍䉏（11㷄）

2013/3/26 㽲、㽳、㽴、㽵、㽶、㽷、㽸、㽹、㽺 ᥍䉏（11㷄）

2013/3/29 㽻、㽼、㽽、㽾、㽿、㾀、㾁 ᦅり（15㷄）
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巻末資料 1-� 

㧢㧚᷹ቯ⸥㍳ 

地点番号：㧯㧙㧝 

01000 5 0 粘性土 300 ストン
0750 20 0 粘性土 295 ゆっくり
01000 25 0 粘性土 275
81000 25 2 粘性土 250
201000 25 5 粘性土 225
1051000 17 18 粘性土 200
150750 8 39 粘性土 183 ジンワリ
01000 25 0 粘性土 175
81000 25 2 粘性土 150
161000 25 4 粘性土 125
281000 25 7 粘性土 100
1641000 25 41 粘性土 75
4001000 3 12 粘性土 50
7001000 4 28 粘性土 47
7181000 16 115 粘性土 43
8001000 2 16 粘性土 27
1961000 25 49 粘性土 25

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

0

50

100

150

200

250

300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：㧯㧙㧞 

---
---
---
---
---

350 81000 25 2 粘性土
325 81000 25 2 粘性土
300 ストン 01000 25 0 粘性土
275 41000 25 1 粘性土
250 121000 25 3 粘性土
225 161000 25 4 粘性土
200 561000 25 14 粘性土
175 1601000 15 24 粘性土
160 ジンワリ 0750 10 0 粘性土
150 121000 25 3 粘性土
125 121000 25 3 粘性土
100 361000 25 9 粘性土
75 321000 25 8 粘性土
50 1601000 25 40 粘性土
25 1521000 25 38 粘性土

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

0

50

100

150

200

250

300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：㧯㧙㧟 

---
---
---
---

4 粘性土 350 161000 25
2 粘性土 325 81000 25
4 粘性土 300 161000 25
2 粘性土 275 81000 25
4 粘性土 250 161000 25
4 粘性土 225 161000 25
5 粘性土 200 201000 25
8 粘性土 175 441000 18
0 粘性土 157 ジンワリ 01000 2
0 粘性土 155 ジンワリ 0750 5
3 粘性土 150 121000 25
3 粘性土 125 121000 25
4 粘性土 100 161000 25
5 粘性土 75 201000 25
55 粘性土 50 2201000 25
83 粘性土 25 3321000 25

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

0

50

100

150

200

250

300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75
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巻末資料 1-� 

地点番号：㨀㧙㧝 

---
---
---
---
281000 25 7 粘性土 350
161000 25 4 粘性土 325
81000 25 2 粘性土 300
81000 25 2 粘性土 275
161000 25 4 粘性土 250
241000 25 6 粘性土 225
441000 25 11 粘性土 200
01000 3 0 粘性土 175 ジンワリ
0250 22 0 粘性土 172 ジンワリ
0500 25 0 粘性土 150 ゆっくり
01000 25 0 粘性土 125 ジンワリ
201000 25 5 粘性土 100
0750 5 0 粘性土 75
751000 20 15 粘性土 70
1161000 25 29 粘性土 50
1881000 25 47 粘性土 25

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

0

50

100

150

200

250

300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：㨀㧙㧞 

---
---
---

350 281000 25 7 粘性土
325 121000 25 3 粘性土
300 121000 25 3 粘性土
275 121000 8 1 粘性土
267 ストン 01000 17 0 粘性土
250 161000 25 4 粘性土
225 241000 25 6 粘性土
200 481000 25 12 粘性土
175 131000 15 2 粘性土
160 ジンワリ 01000 2 0 粘性土
158 ジンワリ 0750 8 0 粘性土
150 ゆっくり 0750 25 0 粘性土
125 ゆっくり 0750 25 0 粘性土
100 201000 25 5 粘性土
75 321000 25 8 粘性土
50 641000 25 16 粘性土
25 561000 25 14 粘性土

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

0

50

100

150

200

250

300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：㨀㧙㧟 

---
---
---
---
---

5 粘性土 350 201000 25
1 粘性土 325 41000 25
3 粘性土 300 121000 25
3 粘性土 275 121000 25
4 粘性土 250 161000 25
7 粘性土 225 281000 25
13 粘性土 200 521000 25
5 粘性土 175 201000 25
3 粘性土 150 181000 16
0 粘性土 134 ジンワリ 0750 9
0 粘性土 125 ゆっくり 0500 25
3 粘性土 100 121000 25
6 粘性土 75 241000 25
19 粘性土 50 761000 25
23 粘性土 25 921000 25

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

0

50

100

150

200

250

300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75
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巻末資料 1-� 

地点番号：㨀㧙㧠 

241000 25 6 粘性土 350
81000 25 2 粘性土 325
241000 25 6 粘性土 300
81000 25 2 粘性土 275
201000 25 5 粘性土 250
801000 25 20 粘性土 225
691000 13 9 粘性土 200
01000 8 0 粘性土 187 ゆっくり
0750 4 0 粘性土 179 ジンワリ
01000 25 0 粘性土 175 ストン
01000 6 0 粘性土 150 ジンワリ
0750 19 0 粘性土 144 ジンワリ
0750 15 0 粘性土 125 ゆっくり
0500 10 0 粘性土 110 ジンワリ
241000 25 6 粘性土 100
841000 25 21 粘性土 75
2001000 4 8 粘性土 50
1901000 21 40 粘性土 46 ゴリゴリ
481000 25 12 粘性土 25

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

0

50

100

150

200

250

300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：㨀㧙㧡 

---
---
---
---

350 281000 25 7 粘性土
325 ストン 81000 25 2 粘性土
300 121000 25 3 粘性土
275 121000 25 3 粘性土
250 161000 25 4 粘性土
225 401000 25 10 粘性土
200 601000 25 15 粘性土
175 161000 25 4 粘性土
150 251000 8 2 粘性土
142 ジンワリ 01000 5 0 粘性土
137 ジンワリ 0750 12 0 粘性土
125 121000 25 3 粘性土
100 241000 25 6 粘性土
75 481000 25 12 粘性土
50 1601000 25 40 粘性土
25 321000 25 8 粘性土

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

0

50

100

150

200

250

300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：㨀㧙㧢 

---
---
---
---

1 粘性土 350 ストン 41000 25
1 粘性土 325 ストン 41000 25
1 粘性土 300 ストン 41000 25
1 粘性土 275 ストン 41000 25
2 粘性土 250 81000 25
9 粘性土 225 361000 25
25 粘性土 200 1001000 25
3 粘性土 175 501000 6
0 粘性土 169 ジンワリ 01000 7
0 粘性土 162 ジンワリ 0750 12
0 粘性土 150 ゆっくり 0750 25
2 粘性土 125 81000 25
6 粘性土 100 241000 25
7 粘性土 75 281000 25
9 粘性土 50 361000 25
8 粘性土 25 321000 25

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

0

50

100

150

200

250

300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75
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巻末資料 1-� 

地点番号：㧴㧙㧝 

---
---
---
---
441000 25 11 粘性土 350
161000 25 4 粘性土 325
81000 25 2 粘性土 300
161000 25 4 粘性土 275
81000 25 2 粘性土 250
01000 13 0 粘性土 225 ストン
0750 12 0 粘性土 212 ストン
01000 19 0 粘性土 200 ストン
0750 6 0 粘性土 181 ジンワリ
0500 25 0 粘性土 175 ゆっくり
0750 25 0 粘性土 150 ストン
01000 25 0 粘性土 125 ストン
161000 25 4 粘性土 100
121000 25 3 粘性土 75
321000 25 8 粘性土 50
241000 25 6 粘性土 25

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

0

50

100

150

200

250

300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：㧴㧙㧞 

---
---
---
---
---

350 ストン 81000 25 2 粘性土
325 ストン 41000 25 1 粘性土
300 121000 25 3 粘性土
275 221000 18 4 粘性土
257 ゆっくり 0750 7 0 粘性土
250 ゆっくり 0750 25 0 粘性土
225 ジンワリ→ストン 01000 25 0 粘性土
200 ジンワリ 01000 25 0 粘性土
175 ゆっくり 0750 25 0 粘性土
150 ストン 01000 25 0 粘性土
125 161000 25 4 粘性土
100 241000 25 6 粘性土
75 281000 25 7 粘性土
50 841000 25 21 粘性土
25 961000 25 24 粘性土

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

0

50

100

150

200

250

300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：㧴㧙㧟 

---
---
---

5 粘性土 350 201000 25
3 粘性土 325 121000 25
3 粘性土 300 121000 25
3 粘性土 275 121000 25
2 粘性土 250 81000 25
4 粘性土 225 161000 25
0 粘性土 200 ジンワリ 01000 3
0 粘性土 197 ゆっくり 0750 15
0 粘性土 182 ジンワリ 0500 7
0 粘性土 175 ジンワリ 0750 25
0 粘性土 150 ゆっくり 01000 10
0 粘性土 140 ジンワリ 0750 15
0 粘性土 125 0750 25
3 粘性土 100 121000 25
12 粘性土 75 ゆっくり 481000 25
16 粘性土 50 641000 25
25 粘性土 25 1001000 25

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

0

50

100

150

200

250

300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75
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巻末資料 1-� 

地点番号：㧴㧙㧠 

---
---
---
---
---
241000 25 6 粘性土 350
241000 25 6 粘性土 325
201000 25 5 粘性土 300
201000 25 5 粘性土 275
361000 25 9 粘性土 250
641000 25 16 粘性土 225
461000 13 6 粘性土 200
01000 12 0 粘性土 187 ジンワリ
01000 25 0 粘性土 175 ジンワリ
01000 25 0 粘性土 150 ジンワリ
161000 25 4 粘性土 125
401000 25 10 粘性土 100
401000 25 10 粘性土 75
2001000 25 50 粘性土 50
1601000 25 40 粘性土 25

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

0

50

100

150

200

250

300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：㧴㧙㧡 

---
---
---
---

350 121000 25 3 粘性土
325 201000 25 5 粘性土
300 121000 25 3 粘性土
275 201000 25 5 粘性土
250 241000 25 6 粘性土
225 201000 25 5 粘性土
200 321000 25 8 粘性土
175 361000 25 9 粘性土
150 101000 10 1 粘性土
140 ジンワリ 01000 8 0 粘性土
132 ゆっくり 0750 7 0 粘性土
125 ストン 41000 25 1 粘性土
100 201000 25 5 粘性土
75 281000 25 7 粘性土
50 1121000 25 28 粘性土
25 481000 25 12 粘性土

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質
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350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75
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巻末資料 1-� 

地点番号：Ԙ 

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

1000 25 60 粘性土 25 ジ䊞リジ䊞リ 240
1000 25 44 粘性土 50 ジ䊞リジ䊞リ 176
1000 25 7 粘性土 75 28
1000 25 4 粘性土 100 16
1000 25 2 粘性土 125 8
1000 25 12 粘性土 150 48
1000 25 21 粘性土 175 84
1000 25 4 粘性土 200 16
1000 25 4 粘性土 225 16
1000 25 4 粘性土 250 16
1000 25 3 粘性土 275 12
1000 10 0 粘性土 285 ストン 0
1000 15 1 粘性土 300 ストン 6
1000 25 1 粘性土 325 ストン 4
1000 25 3 粘性土 350 12

---
---
---
---
---

0

50

100

150

200

250

300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：ԙ 

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

1000 25 25 粘性土 25 100
1000 25 33 粘性土 50 132
1000 25 10 粘性土 75 40
1000 25 6 粘性土 100 24
1000 25 5 粘性土 125 20
1000 25 4 粘性土 150 16
1000 25 13 粘性土 175 52
1000 25 7 粘性土 200 28
1000 25 4 粘性土 225 16
1000 25 4 粘性土 250 16
1000 25 1 粘性土 275 ストン 4
1000 25 2 粘性土 300 8
1000 25 1 粘性土 325 ストン 4
1000 25 1 粘性土 350 ストン 4

---
---
---
---
---
---

0

50
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150

200

250

300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：Ԛ 

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

1000 25 46 粘性土 25 カリカリ 184
1000 25 65 粘性土 50 カリカリ 260
1000 25 36 粘性土 75 カリカリ 144
1000 25 10 粘性土 100 40
1000 25 3 粘性土 125 12
1000 25 4 粘性土 150 16
750 8 0 粘性土 158 ジンワリ 0
1000 17 24 粘性土 175 141
1000 25 13 粘性土 200 52
1000 25 5 粘性土 225 20
1000 18 2 粘性土 243 ストン 11
1000 7 0 粘性土 250 ストン 0
1000 25 2 粘性土 275 8
1000 25 1 粘性土 300 ストン 4
1000 7 0 粘性土 307 ジンワリ 0
1000 18 5 粘性土 325 27
1000 25 5 粘性土 350 20

---
---
---
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-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：ԛ 

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

1000 20 33 粘性土 20 165
1000 5 21 粘性土 25 打撃貫入(2cm) 420
1000 25 31 粘性土 50 124
1000 25 12 粘性土 75 48
1000 25 5 粘性土 100 20
1000 14 0 粘性土 114 ストン 0
750 11 0 粘性土 125 ゆっくり 0
750 11 0 粘性土 136 ジンワリ 0
1000 4 0 粘性土 140 ジンワリ 0
1000 10 2 粘性土 150 20
1000 25 32 粘性土 175 128
1000 25 8 粘性土 200 32
1000 25 2 粘性土 225 8
1000 20 1 粘性土 245 ストン 5
1000 3 0 粘性土 248 ジンワリ 0
1000 2 1 粘性土 250 ストン 50
1000 25 0 粘性土 275 ストン 0
1000 25 1 粘性土 300 ストン 4
1000 25 3 粘性土 325 12
1000 25 3 粘性土 350 12
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-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75
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巻末資料 1-� 

地点番号：Ԝ 

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

1000 25 58 粘性土 25 カリカリ 232
1000 25 48 粘性土 50 192
1000 25 17 粘性土 75 68
1000 25 5 粘性土 100 20
1000 25 4 粘性土 125 16
1000 25 0 粘性土 150 ジンワリ→ストン 0
750 12 0 粘性土 162 ゆっくり 0
1000 6 0 粘性土 168 ジンワリ 0
1000 7 2 粘性土 175 28
1000 25 14 粘性土 200 56
1000 25 6 粘性土 225 24
1000 25 3 粘性土 250 12
1000 25 2 粘性土 275 8
1000 25 4 粘性土 300 16
1000 25 3 粘性土 325 12
1000 25 5 粘性土 350 20

---
---
---
---
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-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：ԝ 

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

1000 15 26 粘性土 17 カリカリ㪃打撃貫入1cm 173
1000 8 11 粘性土 25 カリカリ 137
1000 25 64 粘性土 50 カリカリ 256
1000 25 16 粘性土 75 カリカリ 64
1000 25 4 粘性土 100 16
1000 25 0 粘性土 125 ゆっくり 0
500 16 0 粘性土 141 ジンワリ 0
750 9 0 粘性土 150 ゆっくり 0
750 25 0 粘性土 175 ストン 0
1000 25 13 粘性土 200 52
1000 25 8 粘性土 225 32
1000 25 4 粘性土 250 16
1000 25 3 粘性土 275 12
1000 25 3 粘性土 300 12
1000 25 2 粘性土 325 ストン 8
1000 25 4 粘性土 350 16

---

---
---

---
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-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：Ԟ 

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

1000 25 17 粘性土 25 68
1000 25 39 粘性土 50 150
1000 25 8 粘性土 75 32
1000 25 4 粘性土 100 16
750 25 0 粘性土 125 ゆっくり 0
750 25 0 粘性土 150 ジンワリ 0
1000 25 2 粘性土 175 8
1000 25 16 粘性土 200 64
1000 25 6 粘性土 225 24
1000 25 4 粘性土 250 16
1000 25 3 粘性土 275 12
1000 25 2 粘性土 300 8
1000 25 2 粘性土 325 ストン 8
1000 25 5 粘性土 350 20

---
---
---
---
---
---

0
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150
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300

350

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：ԟ 

ジ䊞リジ䊞リ
ジ䊞リジ䊞リ

ゴリゴリ
ジンワリ→ストン

ジンワリ
ゆっくり
ゆっくり
ジンワリ

1
3
1
1

0
0
1
13
8
4

38
28
5
0
0
0

25
25

14
25
25
25
25
25

25
25
25
25
9
16
25
11

1000
1000
1000
1000

750
1000
1000
1000
1000
1000

1000
1000
1000
750
500
750

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

粘性土 25 150
112

粘性土 75 20
粘性土 50

0
粘性土 109 0
粘性土 100

0
粘性土 150 0
粘性土 125

0
粘性土 175 7
粘性土 161

52
粘性土 225 32
粘性土 200

16
粘性土 275 4
粘性土 250

ストン
12

粘性土 325 4
粘性土 300

ストン
4

---
粘性土 350 ストン

---
---
---
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（ｃｍ）
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深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75
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巻末資料 1-1� 

地点番号：Ԡ 

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

1000 25 37 粘性土 25 カリカリ 148
1000 25 40 粘性土 50 カリカリ 160
1000 25 6 粘性土 75 24
1000 25 3 粘性土 100 12
1000 7 0 粘性土 107 ストン 0
1000 18 2 粘性土 125 11
1000 25 5 粘性土 150 20
1000 25 16 粘性土 175 64
1000 25 5 粘性土 200 20
1000 25 4 粘性土 225 16
1000 25 3 粘性土 250 12
1000 12 0 粘性土 262 ジンワリ 0
1000 13 2 粘性土 275 15
1000 25 2 粘性土 300 8
1000 16 0 粘性土 316 ストン 0
1000 9 2 粘性土 325 22
1000 25 4 粘性土 350 16

---
---
---
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-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：ԡ 

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

1000 25 46 粘性土 25 184
1000 25 42 粘性土 50 カリカリ 168
1000 25 7 粘性土 75 28
1000 25 4 粘性土 100 16
1000 22 0 粘性土 122 ゆっくり 0
1000 3 1 粘性土 125 33
1000 25 3 粘性土 150 12
750 7 0 粘性土 157 ジンワリ 0
1000 18 10 粘性土 175 55
1000 25 6 粘性土 200 24
1000 25 3 粘性土 225 12
1000 25 2 粘性土 250 8
1000 25 1 粘性土 275 ストン 4
1000 25 1 粘性土 300 ストン 4
1000 25 2 粘性土 325 8
1000 25 3 粘性土 350 12

---
---
---
---
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-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

（ｃｍ）

貫貫貫貫
入入入入
深深深深
ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：Ԣ 

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

1000 20 67 粘性土 20 カリカリ㪃打撃貫入2cm 335
1000 8 93 粘性土 28 カリカリ㪃打撃貫入3cm 1162
1000 22 70 粘性土 50 318
1000 25 10 粘性土 75 40
1000 25 6 粘性土 100 24
1000 25 3 粘性土 125 12
1000 25 4 粘性土 150 16
750 7 0 粘性土 157 ジンワリ 0
1000 18 45 粘性土 175 250
1000 25 43 粘性土 200 172
1000 25 6 粘性土 225 24
1000 25 4 粘性土 250 16
1000 25 1 粘性土 275 ストン 4
1000 25 1 粘性土 300 ストン 4
1000 25 1 粘性土 325 ストン 4
1000 25 0 粘性土 350 ストン 0

---
---
---
---
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（ｃｍ）

貫貫貫貫
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ささささ

0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：ԣ 

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

1000 25 71 粘性土 25 カリカリ 284
1000 25 274 粘性土 50 カリカリ 1096
1000 25 19 粘性土 75 76
1000 25 3 粘性土 100 12
1000 25 0 粘性土 125 ストン 0
1000 25 0 粘性土 150 ストン 0
1000 25 5 粘性土 175 20
1000 25 9 粘性土 200 36
1000 25 5 粘性土 225 20
1000 25 3 粘性土 250 12
1000 25 2 粘性土 275 8
1000 25 2 粘性土 300 8
1000 25 4 粘性土 325 16
1000 25 3 粘性土 350 12

---
---
---
---
---
---
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深深深深
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0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75
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巻末資料 1-11 

地点番号：⑬ 

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

1000 25 119 粘性土 25 カリカリ 476
1000 25 119 粘性土 50 カリカリ 476
1000 25 9 粘性土 75 36
1000 25 5 粘性土 100 20
1000 11 0 粘性土 111 ストン 0
500 14 0 粘性土 125 ストン 0
500 12 0 粘性土 137 ゆっくり 0
750 6 0 粘性土 143 ジンワリ 0
1000 3 0 粘性土 146 ジンワリ 0
1000 4 1 粘性土 150 25
1000 25 3 粘性土 175 12
1000 25 10 粘性土 200 40
1000 25 5 粘性土 225 20
1000 25 3 粘性土 250 12
1000 25 3 粘性土 275 12
1000 25 3 粘性土 300 12
1000 25 1 粘性土 325 ストン 4
1000 25 2 粘性土 350 ストン 8

---
---
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（ｃｍ）
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0   0.25  0.50 0.75

荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：⑭ 

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

1000 25 12 粘性土 25 カリカリ 48
1000 25 26 粘性土 50 カリカリ 104
1000 7 19 粘性土 57 打撃貫入2cm 271
1000 18 26 粘性土 75 144
1000 25 4 粘性土 100 16
1000 25 0 粘性土 125 ゆっくり 0
1000 25 0 粘性土 150 ゆっくり 0
750 20 0 粘性土 170 ゆっくり 0
1000 5 2 粘性土 175 40
1000 25 14 粘性土 200 56
1000 25 10 粘性土 225 40
1000 25 5 粘性土 250 20
1000 25 2 粘性土 275 8
1000 25 5 粘性土 300 20
1000 25 2 粘性土 325 ストン 8
1000 25 2 粘性土 350 8
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荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw
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地点番号：⑮ 

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

1000 25 22 粘性土 25 88
1000 16 21 粘性土 41 ゴリゴリ、打撃貫入2cm 131
1000 9 29 粘性土 50 カリカリ 322
1000 25 16 粘性土 75 64
1000 25 6 粘性土 100 24
1000 25 0 粘性土 125 ゆっくり 0
750 14 0 粘性土 139 ゆっくり 0
1000 11 0 粘性土 150 ジンワリ 0
1000 25 4 粘性土 175 ジンワリ 16
1000 25 15 粘性土 200 ジンワリ 60
1000 25 10 粘性土 225 40
1000 25 4 粘性土 250 16
1000 25 3 粘性土 275 12
1000 25 4 粘性土 300 16
1000 25 3 粘性土 325 12
1000 25 3 粘性土 350 12
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---
---
---
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荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw

0    0.25 0.50 0.75

地点番号：⑯ 

荷重

Wsw (N)

貫入量

(cm)

半回転数

Na (回)
推定土質

貫入深さ

(cm)
備考

１mあたりの

半回転数

Nsw (回/m)

粘性土 25 7225 18
粘性土 50 14025 35
粘性土 75 2025 5
粘性土 100 2025 5
粘性土 125 3225 8
粘性土 144 019 0 ゆっくり→ジンワリ
粘性土 150 166 1
粘性土 175 201000 25 5
粘性土 200 361000 25 9
粘性土 225 521000 25 13
粘性土 250 281000 25 7
粘性土 275 161000 25 4
粘性土 300 121000 25 3
粘性土 325 161000 25 4
粘性土 350 201000 25 5
粘性土 375 201000 25 5

---
---
---
---
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荷重荷重荷重荷重WswWswWswWsw ((((kNkNkNkN)   )   )   )   ｜｜｜｜ 貫入量貫入量貫入量貫入量1111mmmmあたりのあたりのあたりのあたりの半回転数半回転数半回転数半回転数NswNswNswNsw
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参考２：杭の載荷試験成績書（１３-０２７０） 

参考 2-1～2-18 押込み載荷試験（Ｃ-４） 
（施工条件：Ｃ-３、計画最大荷重：４０ｋＮ） 

参考 2-19～2-25 巻末資料１ ： 試験計画書 

押込み載荷試験（Ｃ-４） 

参考 2-26～2-28 巻末資料２ ： ＳＷＳ試験による地盤調査結果 
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